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、
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な
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だ
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解
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は
な
い
が
、
主
と
し
て
 

 
 

に
 考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

後
の
文
章
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。
 

 
 

 
 

主
が
 ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
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地
を
嗣
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ハ
ル
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手
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敦
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背
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を
め
 ぐ
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考
察
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水
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書
 に
見
ら
れ
る
通
り
で
 

的
・
内
容
的
に
ス
ム
ー
 

の
 n
F
 
ヰ
 %
 
 
卜
は
 
、
 ㍉
 バ
ル
 

主
張
の
根
拠
と
な
っ
て
 

 
 

だ
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
が
前
後
の
文
脈
 と
文
 休
 

ス
 に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

種
の
註
解
 書
 、
研
究
 

て
い
 

る
一
 る

 。
か
れ
 

か
た
ま
り
 に

よ
る
と
、
「
 六
 ・
 ハ
｜
 一
九
は
 、
 

の
 終
末
論
的
な
註
釈
で
あ
る
。
 
そ
 の
ほ
か
 

 
 元

来
、
 
新
し
い
創
造
を
扱
っ
て
 

の
こ
と
は
、
何
で
あ
れ
、
 一 い 

る
 、
モ
ー
セ
玉
書
の
ま
と
ま
っ
た
章
句
に
た
い
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次
的
で
あ
る
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の
 類
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を
認
め
う
つ
も
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 と
の
関
連
を
重
視
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5
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、
今
日
も
っ
と
も
有
力
 

 
 

 
 

に
 洗
礼
に
舌
口
 
没
 し
て
い
 

 
 

 
 

動
機
と
し
て
い
る
。
 

 
 

内
容
的
に
一
ま
と
ま
り
を
成
し
て
い
る
こ
と
は
、
 
一
 般
 に
認
め
ら
れ
て
い
 

 
 

行
 な
わ
れ
て
い
る
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つ
は
、
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バ
ル
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手
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体
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リ
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ぜ
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悩
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。
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る
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だ
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ら
で
あ
る
。
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し
て
い
る
、
と
の
解
釈
を
採
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そ
こ
で
残
さ
れ
た
解
明
の
 

 
 
 
 

 
 

 
 

に
よ
れ
ば
、
 

コ
の
 Ⅱ
の
ロ
り
 

T
 ロ
ヱ
｜
 
㏄
 

一 
一 

す
 必
要
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
（
 

9
 
）
 

 
 

 
 

う
 ち
顕
著
な
用
法
は
 

 
 

 
 

ら
の
引
用
を
導
入
す
 

 
 

 
 

後
の
文
に
つ
な
が
る
 
 
 

 
 

か
で
用
い
ら
れ
て
 ぃ
 

 
 

 
 

も
 「
な
ぜ
な
ら
」
と
 
訳 る 、 よ る   

 
 

 
 

が
 反
論
の
根
拠
と
し
 

 
 

 
 

こ
と
は
、
こ
の
手
紙
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a
 と
九
 b
 と
の
関
係
も
明
確
で
は
な
い
。
 

 
 

よ
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 に
、
伝
承
で
あ
る
。
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に
六
・
九
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な
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で
、
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半
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六
・
九
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以
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直
接
的
で
は
な
く
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解
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す
る
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㌧
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コ
 （
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そ
こ
で
か
れ
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、
六
・
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 を
ふ
た
 

一
｜
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章
に
「
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」
人
間
と
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（
Ⅱ
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）
 

 
 

ら
で
あ
る
。
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あ
ヨ
ム
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 が
の
の
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出
ロ
Ⅴ
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い
こ
と
に
な
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可
能
に
す
る
条
件
を
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つ
の
提
案
の
よ
う
に
、
 

 
 

 
 

、
よ
り
蓋
然
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で
あ
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触
 す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

 
 

 
 

 
 

と
  

 

 
 

境
 の
な
か
で
伝
播
し
ひ
 

 
 

 
 

に
 、
大
地
が
受
動
的
、
 

 
 

 
 

ゑ
の
 背
後
に
は
、
大
地
 

が
 必
要
に
な
る
。
 

一
 一
 

 
 

 
 

遍
 的
な
観
念
で
あ
 

の
 関
係
、
な
 

の
受
難
に
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し
か
し
な
 

現
を
生
み
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の
曲
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ス
ト
 

 
 

ぇ
 ら
れ
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。
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い
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よ
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。
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結
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つ
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よ
う
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、
し
た
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っ
 

 
 

 
 

し
て
い
る
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（
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）
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）
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え
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て
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神
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Ⅰ
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受
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で
、
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の
語
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神
話
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性
」
の
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 と
も
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（
 
笏
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こ
と
か
ら
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

し
か
し
両
者
の
意
味
は
同
じ
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

Ⅴ
と
言
わ
れ
て
い
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れ
て
い
る
か
ら
、
「
質
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因
」
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。
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い
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と
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 Ⅴ
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い
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い
る
。
 

 
 

 
 

言
う
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と
が
で
き
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あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

の
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Ⅱ
が
出
自
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つ
 が
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曲
｜
 

 
 

 
 

明
 も
で
き
な
い
し
、
 

 
 

 
 

あ
る
程
度
広
ま
っ
て
 

 
 

 
 

あ
り
え
た
と
も
推
測
 

 
 

 
 

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
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れ
る
良
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土
地
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ゴ
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 Ⅴに
た
い
し
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は
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六
・
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六
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照
）
と
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な
し
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終
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「
能
動
」
に
た
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す
る
「
受
動
し
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意
味
が
認
め
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な
く
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0
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け
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土
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て
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る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

訳
 さ
れ
る
と
は
限
ら
な
 

の
 比
 倫
的
 解
釈
は
 、
テ
 

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
 

日
コ
 臼
茸
Ⅴ
、
八
方
 
u
q
O
 

念
 が
一
様
で
は
な
く
 

そ
の
た
め
に
古
人
 

（
Ⅱ
 

波
 
）
 

（
㏄
）
 

 
 

、
「
上
と
 灰
 」
を
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い ク 、 

ラ 
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呼 な 結 

ざ 幅 の 
  

ん く び 
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Op 
  

大 大 れ   地 塊 を 
は な 「 

を し あ と す 模 デ 
  

 
 

 
 

自
身
、
八
的
の
Ⅴ
の
 観
 

 
 

 
 

Ⅴ
で
か
れ
は
次
の
よ
 う
 

な
 意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
 

せ 
概 い さ 

  念 て れ 
  で も よ 
Ⅱ O 
  
    

  
の こ の し 
  と あ か 
㏄ づ は い し 

い 、奥 口 。だに ギ 、 
O   味 隔 り 

あ た シ 
よ 
り 

る リ ア 
  

し 

ば 
教 が あ 五 苫 
で ろ う 

，り あ 
{ 

テ 
る し ン 

の 。 か 註 。 口 

ち 
K   
ア 
  ヘづお違は 。 
ク ぎこ 
サ 拐 ・ の 
  
ド Ⅴ 笘 、っな 
  
ア 
の 
  
イ 

  
  がりがきわめて八ロ （Ⅴ 曲 佳 （ ざ （ 

  
  

が ぅ 

と す 
き ち い   

い 
@  こ 

の 
解 と 

  
択 る 

糖 
に 思、 
お わ 

し い せ 

ヰ Ⅹ 
Ⅰ ロ ） 

  
ま ，甘 

い 意 
ら 味 

と 
れ 円 
て 容 

{ い lC 
}C る お 



 
 

 
 

的
霊
 
（
息
吹
）
な
る
 

（
 
邸
 ）
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

地
 的
人
間
は
、
「
地
か
ら
 

（
 
蝸
 ）
 

 
 

 
 

い
る
わ
け
で
あ
る
。
 
し
 

（
 
4
 
7
 ）
 

 
 

 
 

っ
て
お
り
、
八
三
器
 3
 Ⅴ
 

 
 

呵
っ
て
い
る
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。
 

（
 
佗
 ）
 

 
 

べ
て
い
る
。
 

 
 

ロ
オ
 
0
 コ
簿
 

（
 
鍋
 ）
 

 
 

 
 

は
 実
を
結
ぶ
の
で
あ
る
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

、
壊
廃
性
を
象
徴
し
、
 

（
 
3
 
7
 ）
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

活
 ）
は
天
的
な
起
源
 

（
 
鎗
 ）
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

、
そ
れ
が
人
間
の
魂
 と
 

（
 
如
 ）
 

 
 

 
 

元
説
 も
あ
る
役
割
を
演
 

 
 

 
 

に
は
、
「
 天
｜
地
 」
 の
 

対
比
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

地
均
し
人
間
と
い
う
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

が
で
き
る
か
ど
う
か
、
 

 
 

訂
 し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

リ
コ
 
（
 
F
q
 
の
 で
 0 し
と
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ギ
リ
シ
ア
思
想
と
に
 

と 地 

て 
い 「 

る 受 
と 動 
思 、 的 
わ 質 
れ 科 
る 」 
  の 

地 観 
的 念 
大 に 
問 っ 
が い 

形 て 
或 は さ 
れ 剤 
た 道 
十 者 
は が 
質 無 
料 秩 
で 序 
あ で 
る 受 
か 動 
ら 的 
で な 

あ 実 
% る を 。（ 穏 ） 

秩 
序 
づ 

ける ） （ 5 7 

  

と     

一口わ 

れ 
て 
い 

る 
と 
き 
}C 

含蓄 

さ 
れ 
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的
 運
動
の
契
機
で
あ
 

 
 

 
 

 
 

「
男
性
 ｜
 女
性
し
に
お
 

け
る
能
動
 ｜
 受
動
の
範
時
を
超
え
て
い
る
。
 

特
殊
化
さ
れ
る
と
 

重
要
な
個
所
で
あ
 

ず
 、
作
用
を
蒙
る
 

と
 解
し
て
い
る
点
 

 
 

 
 

い
る
 

 
 

 
 

考
え
 

（
 
ぬ
叩
 

）
 

 
 

 
 

の
極
 

 
 

 
 

、
人
 

あ
る
。
た
だ
し
、
 
ブ
 イ
 

六
・
四
を
註
釈
す
る
と
 

つ
ぎ
に
、
 ブ
 イ
ロ
ン
 

れ
に
は
、
ま
ず
、
ス
ト
 

ま
た
自
然
に
お
い
て
、
 

（
 
乾
 ）
 

れ
て
い
る
。
神
と
 被
造
 

づ
 0
 ～
 
乱
コ
 ・
・
・
・
 

ぃ
隼
 
Ⅰ
 
0
 二
年
の
 

 
 

 
 

（
㏄
）
 

 
 

れ
て
い
る
。
 

（
 
冊
 ）
 

 
 

の
 主
題
に
関
わ
り
の
あ
る
も
の
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
 カ
卜
 

（
 
由
 
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
㎎
）
 

 
 

 
 

よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
 



め 味 
て 深 耕 

、 : ⑧ 馨 

顕 い 約 {C 
者 の 聖 

  
  

で は 書 種 
の 

人 
出 兵 

の 

倉 U 

造 
を 
き刃   
め   る 
と 
い 

ゥつ 

思、 
想、 

は存 

在 

  
し 
ナ よ @ 

い 
  

  
の 

点   で 
紙 ・ ま わ 
L  八 た れ 
の ま   わ 

れ 
ま 弔 

㌧ 由 

ぬの 

      の 

見 
解 
}C 

轄宙 尺土 

  已、 

を 
表 
し   ナ ・ Ⅰ 

 
 

 
 

を
 及
ぼ
し
て
い
る
か
 

 
 

 
 

手
紙
」
で
は
、
「
創
世
 

 
 

可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

 
 

た
 、
神
話
を
解
釈
す
る
た
め
の
 範
 

 
 

し
 、
解
釈
の
た
め
の
概
念
で
あ
 

 
 

す
る
。
六
・
九
 b
 は
 、
 「
 グ
ノ
 

 
 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
で
は
、
 

 
 

び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
 時

 で
も
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
人
間
を
解
釈
す
る
 

る
こ
と
は
、
 せ
の
 
（
 
r
o
 

の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
 

｜
 シ
ス
」
の
伝
承
の
テ
ー
ゼ
に
た
い
す
る
数
行
 

つ
 め
「
 
q
o
l
 
ブ
 イ
ロ
ン
 と
 同
一
線
上
に
あ
る
。
 
し
 

ね
 ち
そ
の
人
間
論
的
解
釈
は
、
フ
ィ
ロ
ン
の
 段
 

 
 

 
 

。
 天
と
 地
が
。
し
た
が
 

 
 

 
 

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
 

 
 

 
 

鴇
 Ⅴ
も
 ヘ
 軍
の
 0
 
オ
の
 
Ⅴ
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「
し
か
し
、
あ
な
た
が
た
が
渡
っ
て
行
っ
て
取
る
地
は
 

、
 山
と
谷
の
多
い
地
で
、
 

 
 

 
 

に
す
ぎ
な
い
と
見
ら
れ
る
。
（
 
3
 
6
 

）
 

 
 
 
 
 
 

と
  

 

「
バ
ル
ナ
 バ
 の
手
紙
」
に
も
共
通
す
る
思
想
 圏
 に
一
層
 接
近
す
る
こ
と
が
で
 

 
 

 
 

。
両
者
は
、
ヘ
 %
 （
Ⅴ
で
 

 
 

 
 

く
と
も
意
図
に
お
い
て
）
 

 
 

 
 

の
 態
度
を
説
明
し
て
 ぃ
 

 
 

 
 

て
 、
六
・
九
 b
 は
人
間
 

 
 

 
 

ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、
 

 
 

 
 

と
い
う
表
象
は
、
そ
れ
 

八
隅
の
㏄
（
 ゴ
の
寓
 o
E
 

の
曲
…
Ⅴ
 

 
 

さ
ら
し
も
の
に
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
ふ
た
 

 
 

い
る
。
「
た
と
え
ば
、
土
地
が
、
そ
の
上
に
た
び
 

 
 

に
あ
ず
か
る
。
し
か
し
、
 
ぃ
 ば
ら
や
あ
ざ
る
を
は
 

 
 

ぅ
 。
」
（
口
語
訳
聖
書
）
。
 

六
・
七
の
冒
頭
は
、
原
文
で
は
、
 

た
び
 悔
 改
め
に
た
ち
帰
る
こ
と
 

た
び
降
る
雨
を
吸
い
込
ん
で
、
 

え
さ
せ
る
な
ら
、
そ
れ
は
無
用
 

 
 

 
 

ち
り
堕
落
し
た
場
合
に
 



  

 
 

 
 

を
 暗
示
す
る
も
の
 

 
 

 
 

が
 舌
ロ
っ
て
い
る
，
 

の
 

 
 

 
 

に
 イ
エ
ス
に
対
す
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

述
べ
て
い
る
。
 
こ
 

 
 

 
 

の
 「
 地
 」
が
前
提
 

（
 
辞
 ）
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
と
解
す
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
か
ら
、
 

 
 

す
な
わ
ち
二
つ
の
 地
 と
い
う
観
念
は
、
六
章
と
の
 関
 連
 で
言
え
ば
、
「
 乳
 

 
 

 
 

何
者
に
終
末
論
的
 に と こ る さ こ る は が 
約 蜜 れ こ れ で 怖 、 認 

説
明
と
無
関
係
で
は
な
い
 

は
、
男
性
的
原
理
と
し
て
 

る
、
と
の
観
念
が
見
出
さ
 

い
る
水
と
土
と
の
結
び
っ
 

と
は
、
小
論
の
範
囲
を
越
 

 
 

 
 

 
 

0
 双
方
が
相
働
い
て
作
物
を
産
み
出
す
こ
と
に
な
 

（
㏄
）
 

 
 

て
さ
し
て
重
要
で
は
な
い
が
、
こ
の
説
が
指
示
し
て
 

 
 

 
 

 
 

六
 ・
セ
ー
 ハ
 の
背
景
と
関
連
し
て
く
る
こ
と
は
明
ら
 

 
 

 
 

国
 」
の
こ
と
で
あ
る
か
 

 
 

 
 

蜜
の
流
れ
る
 地
 」
に
 照
 

 
 

 
 

の
雨
と
い
う
観
念
を
含
 

（
㏄
）
 

 
 

、
 Ⅰ
 ヘ
 ブ
ル
人
へ
の
手
紙
 L
 六
 ・
 セ
の
 宗
教
史
的
背
景
 に
関
す
る
次
の
よ
う
な
 

び 22) 14 



人 と 地  
 

 
 

、
 救
い
の
時
の
場
所
、
 

 
 

 
 

ト
 教
に
も
知
ら
れ
て
い
 

 
 

 
 

か
し
な
が
ら
、
異
邦
人
の
 

 
 

 
 

 
 

ナ
バ
 の
手
紙
 L
 は
 、
謎
 
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

釈
し
て
い
る
。
 
ハ
グ
ノ
 

 
 

 
 

る
 パ
レ
ス
チ
ナ
の
尊
称
 

 
 

 
 

」
Ⅱ
「
 神
 礼
拝
」
Ⅱ
「
 め
不
 

 
 

 
 

者
に
お
い
て
、
「
 土
 

 
 

 
 

特
徴
的
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

用
い
ら
れ
て
お
り
、
 

 
 

体
 的
な
過
程
が
、
「
土
地
」
と
「
 
水
 」
で
説
明
さ
れ
て
 い
る
。
八
的
の
Ⅴ
に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

水
 」
と
「
 土
 」
 

 
 

 
 

説
明
し
ょ
う
と
す
 」

と
 

向
へ
 

司
 Ⅰ
 
ノ
 

つ
、
，
 

Ⅴ
 

解
釈
 

と
の
 

る
 試
 

束
 さ
れ
る
 土
 
（
 
6
 
9
 
地
と
 

）
 

「
 ヘ
 フ
ル
 人
へ
 

る
 。
前
者
の
後
者
 

 
 

解
釈
が
前
者
の
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
明
瞭
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

て
い
 

 
 

 
 

と
緒
 



紙 つ 八 で し い ま ぜ し 

  

の バ に の そ は バ 

  

月、 

aC  の 

た で 
も あ 

る の 以 。   

上 し 広い のⅤ 合し でな 

の か 
も し 
の     

Ⅴ の レ の 
と で 二 ュ 

の あ ズ タ       結 っ ム ヤ 
び た 灼 灼 

て毛 いの つ   ，ロ 田 "   

る O 的 が   

  
球茎 窃 

末ぎ 払 

  冊 的 - ひ。 づ の 

スリ ト Ⅴ 

  臼 た   

釈 ル 01 折 在 
億 ナ   して Ⅴ と ヘ 妃卸 衷 約 

の Ⅴ な い 
の の 結 
千 手 び   

て た な か 土   宗教 ルナ よっ その れは 

バ て 土 、 と 

0 畳 拙 さ を 
手 穣 は き 一 
紙 を 、 に っ   
背 ら お わ る 

景 す 笘 れ 以 
を 土 
な 地 もが上 あ の 

で た 

  

は福   

    
 
 

く
 、
土
地
は
肉
の
姿
を
と
っ
た
イ
ェ
ス
 
宍
 バ
ル
ナ
 バ
 の

手
紙
 口
 六
・
八
以
下
）
 
6
 

 
 

 
 

ル
ナ
バ
 の
手
紙
 b
 の
 著
 

 
 

 
 

 
 

（
 
ヨ
曲
づ
 
Ⅱ
 
0
 の
 片
 セ
コ
の
の
 

0
 ）
 
か
ひ
 

（
 
竹
 ）
 

ら
の
み
理
解
さ
れ
う
る
」
。
 



 
 

 
 

う
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
 

 
 

 
 

こ
と
で
あ
る
と
舌
口
わ
ね
 

は
 な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

セ
 一
頁
。
 

（
 
2
 ）
 
三
 小
田
沢
、
五
九
 ｜
六
 0
 百
テ
 

 
 

 
 

侍
 
Ⅰ
の
曲
 

ざ
 w
o
 
臣
 0
 ゴ
Ⅰ
 
臥
由
 
。
 

 
 

 
 

コ
コ
 
の
 "
 

 
 

 
 

田
舟
 
由
 Ⅱ
 コ
 
0
%
 
円
の
の
田
の
 

ヨ
 の
 
コ
 （
・
 

目
 c
 下
 e
 
 
と
く
い
 

の
の
の
 

コ
 の
。
 
プ
曲
持
 鼻
の
・
 
ト
ゆ
 
白
の
・
の
 

円
 
1
.
 
の
め
 

 
 

e
s
 
 

の
 
o
E
 
ぺ
 
c
e
 
の
 ，
 ㌧
 い
 宙
の
 ト
 
の
 由
 H
.
 
 

㏄
 か
 ー
 の
 の
 

 
 

e
r
s
 
 

曲
コ
隼
円
ゴ
 

e
 ギ
 口
笛
 
c
 ガ
由
 
㍉
 
0
 且
 コ
ロ
・
 
0
 Ⅹ
 下
 
0
 ト
隼
ド
の
 

の
の
，
 
つ
い
 
1
.
 
㏄
 印
 

 
 

 
 

2
0
 コ
Ⅰ
の
Ⅱ
 

ド
 ㏄
 
こ
 リ
ム
の
も
く
 

ぺ
 o
q
 
ガ
い
 の
壌
の
 

，
ゅ
 
㏄
 

（
 
8
 
 
）
の
。
 オ
 二
 %
.
0
 
Ⅰ
・
 
0
 岸
 ・
 
，
卜
 
㏄
 
1
@
 
の
ド
 

 
 

 
 

シ
ス
的
文
体
の
特
徴
を
 

 
 

 
 

由
 づ
け
が
、
わ
れ
 

 
 

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
。
 

（
 
M
 
 
）
㌧
 ふ
港
コ
 （
・
 
0
 づ
 ・
 n
 ざ
 ・
 
，
 Q
 の
 

 
 

 
 

げ
中
Ⅰ
 0
 降
 o
p
 

ず
い
 

す
 e コ
せ
曲
 （
 
e
r
 
 

の
 ，
 

 
 

 
 

 
 

や
 ・
目
ミ
 
コ
 p
n
F
.
 
 
叫
 

と
 

 
 

 
 

い
る
。
 
ケ
下
 

 
  

 

人
 

 
 

 
 

コ
 Ⅰ
）
 
一
 Ⅰ
の
 
臣
住
 
0
 コ
ト
 の
 



め
ト
 
・
 卜
づ
 
㏄
 コ
 ・
 申
申
 

 
 

 
 

（
 
ぱ
 ）
 
O
h
.
 
 

ミ
 く
ぎ
 
曲
ぢ
 
n
F
.
o
 
づ
 ・
 曳
 （
 
，
，
 
㏄
 ひ
の
 

（
㎎
）
～
 岳
ぬ
 
e
 コ
 （
・
 
0
 づ
 ・
 出
 （
・
・
 

の
 の
 

お
 
)
 

 
 
 
 

 
 

 
 

さ
 （
）
の
 
0
 屈
ぺ
 
。
の
の
 
0
 ダ
ぺ
か
 

（
・
 

～
 
e
 ロ
ロ
 
e
 垣
出
Ⅱ
 
め
，
 
㌧
の
 
ふ
 の
 ト
め
 
Ⅱ
 ぃ
 ・
 ド
め
め
片
 

（
 
M
 ）
 
木
 （
 
p
h
 

（
・
 

0
 づ
 ・
 ゑ
 （
：
 め
 ㏄
 h
.
 
 

の
 h
.
 
H
 
O
O
q
.
 
H
 

の
・
 
ト
靭
｜
 
か
め
 

（
Ⅱ
）
 

O
h
.
 

ミ
ま
 ざ
 0
 
オ
 ・
 0
 づ
 ・
 乱
 （
・
 
，
 の
の
 
卜
 

 
 

 
 

頁
 参
照
。
 

 
 

 
 

偉
ヨ
 勾
の
Ⅱ
 

屈
ヨ
し
毛
ヨ
甲
 

 
 

Ⅹ
 せ
 （
 ト
ひ
 

 
 

耳
臣
 
「
、
 
円
由
 
ま
コ
 
め
 の
 
ロ
ド
ゆ
 
ド
没
・
 
り
，
ド
卜
め
 

 
 

 
 

こ
ろ
が
目
す
 

ハ
ぎ
 Ⅱ
Ⅵ
Ⅰ
 

（
 
れ
 ）
 
口
ざ
 の
の
 
コ
 の
の
Ⅰ
 
a
e
r
 
ヱ
 o
 の
 臣
ト
の
卜
 

 
 

0
F
 
 
臼
こ
い
携
，
 Ⅰ
 プ
 Ⅹ
 せ
卜
 

 
 

 
 

ま
 Ⅴ
と
し
て
い
る
 

 
 

 
 

コ
些
ぢ
 
）
の
み
が
 欠
 

け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 

（
 
ぬ
 ）
下
臣
㏄
仁
海
 
ぎ
 由
り
・
早
ま
 き
 Ⅰ
色
目
い
㏄
・
 
ひ
 H
H
 

 
 

・
 い
 の
㏄
 

 
 

（
四
）
 下
 縞
目
 ゑ
ぎ
珪
 ・
 目
 。
 ミ
 ・
Ⅰ
色
白
 お
 ・
 ひ
コ
 

（
 
穏
 ）
本
論
文
四
頁
参
照
。
 

 
 

の
 
㏄
の
 
0
 屈
 Ⅱ
 
c
e
 
タ
 ㌧
 曲
 二
の
い
の
の
 

ぃ
 ・
㏄
 
肚
 
l
 い
 N
 い
 

（
 
M
 
 
）
㌧
 寸
 （
 
0
,
 
 

三
の
 

コ
 の
 メ
 の
 
コ
 仁
の
め
の
の
曲
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（
 
丑
 ）
㌧
 巨
 0
,
 
ロ
の
 0
 口
田
由
 
0
 
 
ヨ
 目
庇
 
窩
 ・
）
ひ
 
い
 

 
 

 
 

0
 （
 
ダ
ミ
 
の
の
の
・
）
 

ド
 
ゆ
め
㏄
（
 
卜
 

臼
憶
 ・
 さ
乱
お
隼
 ）
 
，
ひ
 
１
 %
 参
照
。
 

 
 

 
 

ヨ
コ
 お
の
（
の
 

0
 ヨ
ロ
 ・
）
 ロ
 

 
 

コ
 の
の
 
づ
 Ⅰ
）
田
め
㏄
 

 
 

 
 

る
主
 0
 の
Ⅴ
。
 

（
㏄
）
 下
 0
 （
 
轄
 
q
.
 
め
 0
 

（
㏄
）
 

O
E
.
 
 

ぎ
の
 盤
 ・
 ま
い
 の
・
 
臼
 ・
目
鼻
 の
 

（
 
辞
 ）
 O
h
.
 
 

ぎ
乙
 ・
・
早
め
～
・
 

P
 の
）
・
 

N
H
 
の
 

 
 

三
中
ヰ
 0
 目
・
 目
む
棄
 

 
 

的
な
意
味
」
と
し
て
そ
 
う
 述
べ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

臣
 0
 の
 巨
 0
%
 
0
 

㏄
ヱ
ロ
の
 

コ
 

ガ
 0
 の
 
ヨ
 P
 
 
…
の
 コ
銭
臼
 「
 
ひ
 Ⅰ
の
Ⅰ
 
0
 
 
口
 0
 口
の
Ⅴ
で
あ
ろ
う
。
 

（
Ⅱ
）
本
論
文
四
頁
参
照
。
 

 
 

の
 5
%
 Ⅹ
 つ
 
年
年
三
目
か
の
・
 

 
 

の
 
Ⅱ
 

（
 
M
 ）
 P
m
 
の
・
 
田
 r
.
 
 

Ⅱ
は
の
・
の
㏄
 

イ
 

（
 
蝸
 ）
 ロ
ヴ
ぎ
 
・
 
，
 （
）
 
N
,
 
ぴ
 H
.
 

（
 
M
 
 
）
 ロ
ヴ
ぎ
 
・
・
 
目
 N
,
 
ヰ
 ・
 n
h
.
H
H
N
,
 

㌣
 @
 イ
 出
の
Ⅱ
の
の
 

P
N
,
 

の
 づ
 

 
 

 
 

づ
 0
 タ
す
 0
 口
 毛
 。
 あ
お
 Ⅴ
 



 
 

 
 

「
エ
ゼ
キ
エ
ル
 
書
 L
 二
 

（
 
M
 ）
 
甲
 0
 ゴ
 m
q
 
口
 ま
ヨ
（
の
 
ゴ
 の
「
・
）
 

い
 か
・
Ⅱ
Ⅱ
 

 
 

 
 

お
 ）
 
0
E
 プ
 0
 曲
 ノ
目
ひ
 

 
 

 
 

の
寸
の
の
 

ざ
住
 「
 ぎ
 q
p
q
 

ぜ
 ・
 
狗
 

 
 
 
 

Ⅰ
 0
 コ
 Ⅰ
。
 
ロ
 ・
の
曲
 
目
ヴ
サ
 
m
 
巨
幅
の
 
（
呂
の
の
の
，
）
 

ド
 
の
白
㏄
（
Ⅱ
の
 

つ
 n
.
 

）
・
 

ト
 ㏄
 肚
 

（
 
M
 ）
の
 r
m
 

「
・
 

め
 A
,
 

の
め
 

（
 
梼
 ）
Ⅱ
 ヴ
 山
ロ
・
・
 

め
 p
,
q
 

の
 

（
㏄
）
 ロ
す
日
 
・
 
，
 N
 か
 ・
の
 
ト
 

 
 

（
㏄
）
 

r
m
 

の
・
目
ロ
，
 

H
 
H
 

め
 ・
 ひ
ト
 

 
 

 
 

の
コ
グ
 
の
 0
 岸
 Ⅱ
の
の
の
 

0
 下
 Ⅱ
 
缶
 

（
㏄
）
本
論
文
二
頁
参
照
。
 

ま
 0
 
二
コ
の
の
 

い
べ
 
N
.
 
 

㌧
 曲
 ふ
 め
ト
 の
 べ
 ）
 ，
 い
 い
吋
 
Ⅰ
 

 
 

の
コ
ト
 
の
壌
の
）
 

b
.
 

め
 ㏄
 ト
 

（
㎝
）
Ⅰ
 圧
ロ
 ・
・
 
の
 め
の
 
叶
ド
 

 
 

 
 

分
 け
に
さ
れ
た
）
を
 
あ
 

 
 

 
 

え
の
場
合
と
同
様
 

 
 

 
 

目
ゆ
け
卜
 

・
㏄
 
ト
 

 
 

 
 

曲
コ
が
 

（
㍗
 
0
 コ
で
 0
 （
 
0
 コ
 ）
 を
 

 
 

 
 

は
な
い
か
と
想
像
 

 
 

 
 

・
 め
べ
 
の
，
世
一
 

c
 Ⅱ
 

 
 

0
 人
間
詩
的
解
釈
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

 
 

め
か
，
の
の
 

申
 

（
㏄
）
 三
 小
田
 沢
 六
五
頁
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丁 哲学的断片 へ   のあ とがき コ の 構成と成 立は ついて 

 
 

 
 

結
 さ
せ
、
「
田
舎
へ
行
っ
 
2
 

 
  

 

の
が
あ
っ
た
。
 

 
  

 

 
 

 
 

て
 論
じ
ら
れ
た
問
題
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぐ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
 

 
 

 
 

の
の
 
ゴ
 の
 曲
 （
 ，
 l
 ㌧
 q
0
 
サ
ピ
ヨ
，
 

っ
た
 。
そ
こ
に
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題
の
な
か
に
は
、
 た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
 

 
 

」
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
自
身
 

（
 
2
 ）
 

 
 

e
 、
あ
る
い
は
そ
の
「
中
間
 点
 」
 

 
 

た
っ
て
見
ら
れ
る
「
美
的
著
作
」
 

 
 

的
な
「
転
回
 点
 」
な
の
で
あ
る
。
 

（
Ⅰ
）
 

が
、
か
れ
の
「
全
著
作
活
動
の
転
回
 点
 」
（
 
ぺ
甲
 

（
 
口
ぎ
 目
ロ
 コ
討
 
（
注
）
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
 

 
 

し
た
が
っ
て
本
書
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
思
想
 

 
 

Ⅱ
 
り
 

川
 

幸
治
 

一
 ・
「
あ
と
が
き
 b
 の
問
題
 

S
.
 キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
 

 
 

の
 構
成
と
成
立
に
つ
い
て
 



 
 

 
 

の
 構
成
論
理
で
あ
る
 実
 

 
 

 
 

ら
い
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
 

 
 

 
 

べ
て
い
る
と
こ
ろ
は
 
非
 

 
 

フ
ラ
ー
テ
ル
・
タ
キ
ト
ウ
ル
 
ヌ
ス
 の
読
者
へ
の
手
紙
」
 と
か
、
本
書
の
第
二
部
 

 
 

 
 

な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
 

 
 

 
 

の
 実
存
の
三
段
階
と
い
 

 
 

と
ん
ど
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
「
非
学
問
的
」
 

な
 「
断
片
」
と
い
う
 
表
 

 
 

 
 

に
 自
覚
し
て
い
る
 キ
ル
 

 
 

 
 

。
そ
し
て
こ
の
問
題
を
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

し
め
る
は
ず
で
あ
っ
 

 
 

 
 

る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
そ
 

 
 

 
 

さ
れ
て
い
る
と
い
う
 
見
 

 
 

 
 

味
を
明
ら
か
に
し
、
 
キ
 

 
 

 
 

な
手
が
か
り
は
、
 向
哲
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
 構
造
を
解
明
す
る
こ
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圧 哲学的断片へのあ とがき ロ の構成と成立について  
 

 
 

b
 の
問
題
」
と
い
う
 
見
 

 
 

 
 

上
 の
一
般
啓
示
と
梓
 

 
 

 
 

す
る
。
「
ド
イ
ッ
に
お
い
 

 
 

 
 

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
 

 
 

 
 

る
 信
仰
で
も
な
い
と
し
 

 
 

 
 

ル
 に
つ
い
て
だ
れ
が
も
 

（
 
5
 ）
 

 
 

 
 

は
、
 疑
い
も
な
く
 バ
ル
 

（
 
6
 ）
 

 
 

 
 

・
デ
ー
 ム
 に
対
し
て
い
 

 
 

 
 

断
絶
面
に
注
目
し
、
 ヒ
 

 
 

 
 

に
は
、
一
九
二
一
 

0
 年
代
 

 
 

 
 

的
な
理
解
だ
と
い
え
 

 
 

 
 

全
体
に
つ
い
て
も
考
え
 

 
 

 
 

、
そ
の
部
分
で
ヒ
ル
 シ
 

 
 

 
 

近
の
 G
 
.
 

マ
ラ
ン
チ
ュ
 

 
 

 
 

発
展
過
程
の
相
互
関
係
」
 

 
 

 
 

い
る
。
（
 

8
 ）
 

 
 

 
 

じ
ら
れ
る
。
 A
 と
 B
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面
 に
注
意
す
る
立
場
で
 

 
 

 
 

中
心
と
し
た
論
争
は
 

（
 
9
 ）
 、
 

 
 

 
 

論
点
に
か
か
わ
る
も
の
 

 
 

 
 

う
と
し
て
い
る
の
か
と
 

 
 

 
 

ら
に
 

H
.
M
.
 

ガ
レ
リ
 

 
 

 
 

。
こ
れ
は
少
し
極
端
な
 

 
 

 
 

能
 で
あ
り
、
 目
 あ
と
が
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

重
要
な
鍵
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

四
つ
の
例
を
み
て
も
わ
 

 
 

 
 

説
の
構
造
に
し
て
も
、
 

 
 

 
 

問
わ
れ
て
い
る
。
第
二
 

 
 

 
 

お
い
て
と
ら
え
る
場
合
 

 
 

 
 

特
殊
性
の
立
場
を
代
表
 

 
 

 
 

狂
的
主
体
性
と
超
越
的
 

 
 

 
 

、
 「
い
か
に
し
て
キ
リ
 

 
 

 
 

な
わ
ち
真
理
と
し
て
の
 

 
 

 
 

あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
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『哲学的断片への 

の い と 
偏 る こ B 
に 。 の の     
て が 成 約 
い 二 の な 
6 部 ア も 
の に ン の 
  で 分 バ 」 

あ け ぅ が 
る ら ン と 
が れ ス り 

、 て は 扱 
第 い 、 わ 
一 る さ れ 
編 の ら   

  
  

  

  
0 部 現 
章 は わ 
に 二 れ 
分 っ て 

 
 

 
 

、
 A
 の
「
激
情
的
な
も
の
」
 

 
 

 
 

 
 

0
%
 

あ
と
が
き
し
の
主
要
な
 

よ
ん
 

 
 

 
 

が
あ
り
、
第
二
節
で
は
 
A
 、
 

 
 

 
 

て
い
る
の
に
対
し
、
第
二
部
 

 
 

 
 

が
 三
節
に
区
分
さ
れ
て
い
る
 

 
  

 

 
 

 
 

分
 ま
で
し
か
な
い
が
第
二
編
 

 
 

 
 

理
由
の
ひ
と
つ
は
、
 

て
 
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
構
成
に
あ
る
。
 

い
 
 
 

 
 

え
る
。
 

二
 

「
あ
と
が
き
」
の
構
成
 

 
 

 
 

あ
と
が
き
し
そ
の
も
の
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ま
た
こ
の
問
題
 

対
一
 0
 で
あ
る
 

学
的
断
片
」
の
 

「
行
論
」
の
 四
 

構
成
 

 
 

 
 

7
0
 

の
 
Ⅰ
 

よ
 

B
 

V
 

S
 

 
  

 

共
 」
 

 
 古

り
 

と
 

 
 

 
  

 

）
 
え
 

ェ
 

ま
 

表
 

 
 

 
 

 
 

B
 へ
の
 

 
 

 
 

総
和
の
 

  の 序 論 
そ 第 
0 匹   

第 章 第一部 傍観的問題」元史的考察」 て者 

一 @c 

飾 っ     

は い 第二郎 穂弁的 考察」 

「 て 

  
学 と 的 
研 こ 

片 こ 
ヒ ， tC 
の は 
構 他 
想、 の 付ま幸ワ。 ンチク 丈堆 。 
で 章 
方 に 
同 な 
づ い 

皆 % 弱 ィ 

た と " 

い め う に 
」 区 

最初にして最後の 言明 

と 分 
ひ が 
ぅ あ っ 約 り 四 虚 一 、 か る で っ は 成 げ 

  
  
あ の 今 古 み 分 あ 、 で と っ な ら 破 る 本 
り 節 量 め る 量 る 第 あ 第 て 図 れ っ が 書 
" の に て と 比 の 五 る 二 大 分 て て " で 
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仁 哲学的断片 へ  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
 (137) 

のあ とがき コ  
 

 
 

み
た
い
。
 

三
 

「
あ
と
が
き
 ヒ
 の
成
立
過
程
 

の 構成と成立について 

 
 

 
 

容
 的
な
論
理
展
開
に
 

 
 

 
 

と
が
き
」
の
各
段
階
に
 

六
倍
で
あ
る
の
 

 
 

 
 

る
 。
そ
れ
は
ま
た
、
 

 
 

 
 

は
 一
対
五
・
五
で
あ
り
、
 

 
 

鼻
 を
も
っ
と
い
う
点
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
 

測
 さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
 L
 し
ヰ
 

9
 み
 
れ
 い
け
、
同
七
の
 

L
 し
 

た
の
で
は
な
い
か
と
 推
 

・
ル
 の
他
の
著
作
、
 

一
冊
に
書
い
て
お
り
、
 

る
と
、
こ
の
不
均
衡
 

な
 論
理
構
成
の
と
ら
 



 
 

ン
不
ス
 
・
 デ
 ・
シ
レ
ン
チ
オ
 著
 

 
 

 
 

V
 

㈲
敬
虔
な
話
し
方
に
つ
い
て
の
事
柄
 

 
 

 
 

ヴ
ィ
 グ
 ト
ル
・
 エ
レ
、
、
、
 

 
 

 
 

た
 。
十
二
月
二
 
0
 日
に
 

 
 

 
 

目
 が
あ
る
か
、
負
い
目
 

 
 

 
 

テ
ル
・
タ
キ
ト
ゥ
ル
 
ヌ
 

 
 

 
 

め
ぐ
る
最
初
の
論
評
が
 

 
 

 
 

て
 、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
 

 
 

 
 

ま
さ
に
か
れ
が
 
コ
 

 
 

 
 

月
数
回
、
近
隣
へ
の
 
小
 

 
 

 
 

も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
 

 
 

 
 

題
 L
 と
題
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
㌧
 

曲
づ
 
・
 

 
 

 
 

計
画
ど
お
り
仕
事
が
 

 
 

 
 

に
は
、
大
幅
な
計
画
の
 

変
更
、
あ
る
い
は
発
展
の
あ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
 

 
 

れ
て
い
る
。
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新
し
い
質
が
ど
の
よ
う
に
し
て
現
わ
れ
る
か
。
 

  哲学的断片 

之 。 

㎏ 

範 八 

歴 は 
史   
的 世 

界歴 意味 

fc  史 
っ が 

い 次 

にて。 第 
活 
字 
1C 
さ 
れ 
る 
と 
き 
の 

略 圧 
  
で 
あ 
る 
の 

か 
  

 
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
は
、
「
ぬ
冊
 

理
 的
問
題
 L
 と
 

%
 
よ
 

の 構成と成立について 

㈲
神
の
審
判
。
 

・
苦
悩
の
物
語
。
心
理
学
的
実
験
。
 

㈹
試
論
。
 

徒
弟
試
験
の
提
出
作
品
。
 

A
.
W
.
A
.
H
 

。
 

編
集
児
曹
徒
弟
ロ
ー
ゼ
ン
プ
ラ
ー
ズ
。
」
 

 
 

 
 

至
行
路
の
諸
段
階
 ヒ
 

 
 

 
 

れ
る
。
と
い
う
の
は
、
 

 
 

 
 

恕
 さ
れ
て
お
り
、
の
ち
 

 
 

 
 

単
純
な
 V
 あ
と
が
き
し
 

 
 

 
 

る
 。
ま
た
こ
こ
に
引
用
 

 
 

 
 

の
ま
え
が
き
」
を
も
っ
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Ⅰ
著
作
集
 L
 第
六
巻
 二
 二
一
ぺ
ー
ジ
。
）
 

が
、
は
じ
め
は
 向
 
哲
学
の
一
片
、
 
S
.
 

れ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
 

ら
れ
た
と
き
、
著
者
も
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
 

の
共
通
の
著
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
 

 
 

佳
鯨
 
Ⅱ
の
）
 
汀
 Ⅱ
の
 
コ
 の
目
口
 
汀
 ㌧
 巨
 ）
 
0
 の
 
0
 づ
 牙
山
）
 

 
 

o
h
 
 

の
・
 

パ
 ）
の
Ⅱ
 

ガ
 0
%
 
曲
銭
 P
 
 
之
 o
.
 
ご
と
題
さ
 

 
 

り
 、
表
題
が
 
コ
 哲
学
的
断
片
 L
 に
変
え
 

 
 

改
よ
 
り
 ら
た
杣
、
そ
み
 

Ⅱ
 ぷ
朋
日
あ
レ
し
 

*
 
朋
き
 」
 L
 し
 

こ
の
二
冊
の
書
物
の
相
関
関
係
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 

の の 前 件 か、 が 

Z
o
.
 
ト
 
飛
躍
に
つ
い
て
。
 

 
 

い
て
。
 

 
 

省
略
三
段
論
法
 ｜
 結論
。
 二
 一
分
論
法
。
 

 
 

ナ
 
@
 
よ
 
Ⅱ
 Ⅴ
 
@
 
Ⅰ
。
 

z
o
.
 
㏄
実
存
と
は
な
に
か
。
」
 

 
 

 
 

ぼ
 主
要
な
方
向
づ
け
 

 
 

 
 

キ
リ
ス
卜
者
と
な
る
 

 
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

て
 、
ほ
ん
と
 う
 の
 名
 

 
 

 
 

と
も
に
、
こ
の
小
編
 

 
 

 
 

れ
た
事
柄
に
ほ
ん
と
 

 
 

 
 

せ
 ・
 
い
 Ⅰ
・
 
0
,
 
の
 ・
の
の
が
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と
肢
罪
 と
い
う
特
殊
的
問
題
 

 
 

 
 

安
心
し
た
た
め
か
、
そ
れ
と
り
 

 
 

 
 

在
 証
明
の
不
可
能
性
を
論
じ
 
 
 

 
 

哲
 

 
 

 
 

 
 

、
 逆
に
キ
リ
ス
ト
教
の
 
8
 

よ
 
り
 

 
 

 
 

信
仰
を
「
あ
の
幸
福
な
 情
 

 
 

 
 

に
 
「
哲
学
的
断
片
 ヒ
 に
お
い
 

 
 

 
 

り
 扱
わ
れ
て
お
り
、
神
を
 

 
 

 
 

罪
を
 「
理
解
す
る
た
め
の
 条
 

 
 

  

 
 
 
 

 
 

い
う
 0
 

ついて  
 

 
 

し
た
あ
の
小
品
自
体
の
 

 
 

 
 

田
 ・
）
と
い
う
。
普
通
は
 

 
 

 
 

意
 深
く
読
み
と
お
し
さ
 

 
 

 
 

ヒ
 が
そ
の
場
合
の
前
編
 

 
 

 
 

史
の
衣
裳
を
施
し
な
が
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
い
て
は
、
 

コ
 
哲
学
的
 

 
 

 
 

な
か
っ
た
し
（
 

P
 
 

せ
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に だ だ 的 で と 書 「 こ く お 教 啓 
              0 「 % あ " い信示   

のす。 だで著に でれの 6 景 ジで l Ⅴ まっ りて 『 哲だ屈 横木きと、 しのた 超は 越神 
ろ に 著 明 べ 初 ソ 問 前 緒 学 と の の 対 ん の 概 
う 果 は 確 き の 
か さ に 人 計 

て 

性 西安 証す遍さテ 

ま 弔 ろ こ れ 明 遂 す が な 

ら て の な を た ぅ 公 の 

    

法 」 にりさ 片 、 きでし け片り ス   と 付 そ の な に ト 



干 哲学的断片 

Ⅰ
 下
り
思
弁
 

ハ
 

二
 

b
 
 思
弁
的
考
察
 

B
 
.
 
巧
 

あ
 

の
 

2
 
 
教
会
 

へ
 

  とが 

1
 
 聖
書
 

舵
 

「
 B
 
.
 
Ⅱ
 

構
 

 
 

て
 

の
 

 
 

a
 
 歴
史
的
考
察
 

き
 

成立 1 につ 、 

る れ 
  て 

い 

る 

し 
ナ， Ⅰ 

が 
  
て 
  
の 

四 
断 
片 
ま ｜ 

ほ 
と 
ん 
ど 
同 
時 
{C 
書 
か 
れ 
力， Ⅰ 

と 
考 
え 
て 

よ 
い 
  

そ 
  
で 
@@ Ⅰ 丁ひ Ⅰ 

次 
の 

よ 
  

尤 よ @ 

構 
成 
}C 
よ 尤 

  

て 
い 

' て  
 

 
 

の
 続
編
。
第
二
部
 

 
 

 
 

）
と
序
論
で
こ
と
 

 
 

 
 

0
 枠
を
は
み
出
し
 

 
 

 
 

に
 前
節
に
見
た
よ
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

で
、
草
分
け
の
 

 
 

 
 

分
け
プ
ラ
ン
は
 、
 

 
 

た
 断
片
（
 B
.
m
 ）
と
と
も
に
、
二
つ
折
り
四
片
の
 一
 つ
 め
 フ
ォ
リ
オ
に
 書 さ 構 ぅ 、 わ は 
か き 成 な も ら カュ 
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で
 次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
 

1
 
 
レ
ッ
シ
ン
グ
に
捧
げ
る
感
謝
」
 

 
 

 
 

て
い
る
こ
と
で
あ
 

 
 

 
 

こ
と
を
意
味
す
る
の
 

 
 

 
 

あ
ろ
う
。
そ
の
か
わ
り
 

 
 

 
 

リ
ス
ト
教
の
真
理
性
の
 

 
 

 
 

れ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
 

 
 

 
 

し
た
と
考
え
て
よ
い
。
 

Ⅰ
レ
ッ
シ
ン
ク
に
捧
げ
る
感
謝
 

 
 

 
 

Ⅴ
 

と
い
う
こ
と
）
。
 

 
 

 
 

信
仰
を
得
 

 
 

合
 。
 

 
 

誘
惑
。
」
 

 
 

い
ず
、
「
主
体
的
問
題
」
を
論
じ
る
こ
と
と
レ
ッ
シ
 

シ
 グ
毛
 
そ
の
手
が
か
り
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T 哲学的断片へのあ とがき』の構成と 成立について  
 

 
 

の
 内
容
は
ま
だ
ほ
と
ん
 

 
 

 
 

、
つ
ま
り
客
観
性
の
視
 

 
 

基
本
的
立
場
の
確
認
の
形
で
考
え
直
さ
れ
て
い
る
。
 

「
 B
.
W
 
 問
題
設
定
 

 
 

 
 

し
て
。
祈
る
こ
と
 

は
、
 神
に
語
り
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

他
 の
し
ゃ
れ
好
き
 

0
 人
た
ち
の
一
人
と
立
ち
話
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
。
 

 
 

る
の
か
で
あ
る
。
思
考
規
定
の
総
体
。
 

 
 

が
い
わ
れ
る
の
か
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ま
さ
に
情
熱
 そ
 

の
も
の
な
の
だ
か
ら
。
」
 

 
 

 
 

。
し
か
し
Ⅲ
の
 b
 の
 

 
 

 
 

い
わ
ば
第
二
位
置
に
深
 

 
 

 
 

出
て
い
る
。
こ
の
あ
た
 

 
 

め
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

込
み
で
は
、
さ
き
の
 

 
 

 
 

計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
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つ
 め
は
、
な
に
を
意
味
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぬ
め
 幸
い
は
そ
の
点
 

 
 

る
こ
と
も
最
大
の
不
幸
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

対
す
る
無
関
心
な
 

 
 

 
 

 
 

 
 

う
こ
と
で
あ
る
。
」
 

 
 

 
 

容
 が
相
当
具
体
的
に
構
 

恕
 さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

へ
の
手
直
し
が
な
さ
 

 
 

 
 

係
 の
あ
る
点
の
み
を
 指
 

 
 

 
 

が
 、
全
体
が
「
 1
 
 レ
 

 
 

 
 

題
の
表
現
は
多
少
違
っ
 

 
 

 
 

㈹
レ
ッ
シ
ン
グ
い
わ
 

 
 

 
 

あ
る
が
、
こ
の
原
稿
の
 

 
 

 
 

も
ま
だ
表
題
は
変
更
さ
 

れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 

 
 

 
 

が
 、
そ
れ
は
「
 B
 の
 

 
 

 
 

書
か
れ
て
い
る
。
 
つ
 ま
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正 哲学的断片へのあ とがき』の構成と 成立について  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
ど
の
節
分
け
も
な
し
に
書
き
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
 

ま
で
に
、
の
こ
り
の
主
要
部
分
が
書
き
上
げ
ら
れ
る
。
 

 
 

見
出
し
が
そ
の
ま
ま
出
て
く
る
。
 

そ
の
次
に
お
か
れ
て
い
る
 B
.
 ㏄
 !
 ㏄
は
一
ま
と
め
 

れ
て
い
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 

「
 
B
.
 ㏄
論
理
的
問
題
 

ョ
 ハ
ン
 不
ス
 ・
ク
リ
マ
ク
ス
 著
 ・
 S
 
.
 

と
あ
る
の
が
次
の
ぺ
 ー
 ジ
で
 

「
 
B
.
 ㏄
 ヘ
 哲
学
的
断
片
Ⅴ
へ
の
結
び
と
し
て
の
 八
 

ポ
ス
 
Ⅰ
ス
ク
リ
プ
ト
 

ウ
ム
 

（
精
神
で
あ
る
が
冗
長
な
あ
と
が
き
）
 

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
刊
行
」
 

単
純
な
 V
 あ
と
が
き
 

ョ
 ハ
ン
ネ
ス
・
ク
リ
マ
ク
ス
 
著
 

 
 

・
㏄
で
み
た
よ
 う
 に
 B
 の
 

 
 

は
 「
付
録
」
の
主
要
部
分
 

 
 

・
兜
に
「
付
録
」
が
 、
 

 
 

早
 第
一
節
ま
で
の
草
稿
で
 

 
 

で
あ
り
、
第
三
章
の
 1
 か
 

 
 

そ
の
内
の
 ェ
 、
 2
 、
 3
 

 
 

る
 。
 B
 
.
 

兜
か
ら
 

B
 
.
 

㏄
 

 
 

0
 ぺ
ー
ジ
前
後
 づ
つ
か
 き
 

 
 

竺
 
と
い
う
最
終
 稿
の
 

 
 

っ
に
 表
題
の
変
更
が
な
さ
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表
紙
裏
の
モ
ッ
ト
ー
 

と
 

 
 

 
 

べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
 

 
 

 
 

で
き
な
い
が
、
す
く
な
 

 
 

 
 

来
 上
っ
た
直
後
に
な
さ
 

 
 

 
 

、
第
一
穂
に
対
す
る
 

内
 

 
 

 
 

、
 S
 と
表
記
さ
れ
て
 

ぃ
 

 
 

ま
 
｜
 

「
 
B
 
.
 

㏄
 

 
 

る
 主
体
の
か
か
わ
り
 

第
三
車
レ
ッ
シ
ン
グ
の
こ
と
 

1
 、
感
謝
 

2
 、
レ
ッ
シ
ン
グ
の
可
能
的
命
題
」
 

 
 

 
 

書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
 

 
 

の
よ
う
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
 

  

S
 
,
 

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
刊
行
 



  

「
 B
.
 ㏄
 
1
 
 レ
ッ
シ
ン
グ
に
捧
げ
る
感
謝
 

あ
る
可
能
な
弟
子
に
よ
る
 

 
 

主
体
性
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
 

a
 
 い
か
に
し
て
主
体
的
と
な
る
か
 

 
  

 

ほ
心
 
」
。
 

 
 

 
 

・
如
の
検
討
か
ら
明
ら
 

 
 

 
 

0
 部
分
ま
で
が
書
き
上
げ
ら
 

 
 

 
 

 
 

ち
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
 

 
 

 
 

 
 

よ
 う
 に
思
わ
れ
る
。
 

 
 

る
と
、
お
そ
ら
く
、
第
一
橋
 

 
 

 
 

っ
て
は
じ
め
て
訂
正
さ
れ
 

 
 

 
 

 
 

と
 く
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
 

 
 

 
 

 
 

め
る
と
の
メ
モ
が
あ
る
が
、
 

 
 

 
 

部
 第
二
編
第
二
章
第
二
節
 

 
 

 
 

 
 

と
い
う
見
出
し
が
お
か
れ
、
 

的
 

 
 

 
 

に
、
 ま
ぎ
ら
わ
し
さ
を
避
け
 

 
 

 
 

 
 

、
第
二
章
に
、
 
8
1
 、
 
41  (149) 



 
 

え
 

 
 

ま
序
 

 
 

わ
 、
 B
.
 オ
 ）
で
は
、
 
第
 

 
 

く
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
 

 
 

歴
史
の
衣
裳
」
を
着
せ
る
と
 

 
 

想
は
 、
第
一
部
「
客
観
的
問
 

 
 

あ
る
が
、
第
二
で
、
こ
れ
を
 

 
 

わ
り
で
と
り
上
げ
よ
う
と
 

初
 

と
 考
え
る
。
す
な
わ
 

付
最
 

二
部
は
今
日
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
で
は
 構
 

あ
る
。
そ
し
て
、
さ
き
に
見
た
よ
 う
 に
 日
 

い
う
「
単
純
な
」
「
論
理
的
問
題
 L
 と
し
 

題
 」
で
、
聖
書
論
、
教
会
論
、
教
会
主
な
 

「
主
体
的
問
題
」
と
し
て
実
存
の
視
点
か
 

す
る
と
、
仕
事
は
予
想
の
ご
と
く
、
自
動
 ち

 第
一
部
 

想
 も
さ
れ
 

哲
学
的
断
 

て
論
じ
 ろ
 

ど
の
点
か
 

ら
 
「
 い
 か
 

的
に
論
理
 

( 表 2)  回 あ とがき J ( 草稿 ) の構成 

がき 

  
碕何 

一 2   

一 b) 「，思弁的考察」 

「主体的問題」 

  

 
 

約
百
」
 

体
内
地
）
）
 

 
 

 
 か

る
 体
ソ
 実
性
 

 
 ）

）
 
録
 ）
 

a
b
 
 付
 。
 

一
一
一
一
 

 
 

題
 
」
 

問
 

的
 

休
 

「
 
主
 

分
コ
 

の
の
 嫌
 A
 揃
 B
 輪
 

一
一
一
一
一
一
一
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
コ
 

部
 

ム
 
"
 
印
 
甘
 

 
 

結
 

 
 

 
 

 
 

 
 壬

 
一
口
 にして最後の 言明 

討
か
ら
、
さ
き
に
述
べ
た
㍉
あ
 

と
が
き
 L
 の
構
成
の
ア
ン
バ
ラ
 

シ
 ス
の
原
因
に
つ
い
て
の
仮
設
 

は
 、
ほ
ぼ
裏
書
き
さ
れ
た
も
の
 

s
2
 
が
第
一
 

）
）
 

&
 、
 B
 な
ど
 

う
よ
う
に
、
 

文
の
ど
と
く
 

る
 
（
 表
 Ⅰ
 参
 

以
上
の
よ
 

き
ヒ
 
の
草
稿
 編

 、
第
二
編
に
 、
 

が
 1
 、
 2
 に
と
い
 

今
日
の
全
集
の
本
 

に
改
め
ら
れ
て
い
 

照
 ）
。
 

キ
ノ
 
な
 
円
斗
の
レ
 

し
が
 

の
 成
立
過
程
の
検
 

(1 ㏄ )  42 
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在 た て 冬 な 赤 紐 で い う づ ぅ 二 裳 の 
け に 部 」 応   

あ の と   

っ 名 が れ を と が か 絶 こ で る 、 編 り 題 
た所 。 、 き し ば 心 思 、 れ 対 ま あ 。 B 第 ス と 

解 要 わ 例 て 的 で る そ が 四 卜 し 
さ つ の   明 と れ 外 い な で が の 策 章 教 て 

引 用 「は 歴、   
  て も ほ 朋 直 も と 洪 郎 け あ な く 、 ぼ を 接 こ が の の る る る 

る コ 書 参 的 の き 章 表 宗 以   

埠 昂 か ぺ か 照 に 立 が 分 記 教 上 こ   も ン れ し は 論 成 け の 性 、 こ 
知 ハ た 、 確 の 立 の か A 実 に 

い す っ り い 食 性 質 
た 因 て   
  
先 ル 橋 か か こ あ あ 草 る 単 ト 

  

  

の り つ l L 稿 の 雑 に 要 は 」 
論 ジ い か 各 が 検 に 改 と 諭 と   理 ナ て の 巻 す 討 な め な じ じ   的ル 展の想 0 番 号 末 のて べかりてつらう ら、 いてれこ 

柄 の そ U 確 分 る く な と 
に し こ 
個 め で   

別 く 伏 
的 く せ 

。 具 り ら   

休 る れ 
的 す て 
な る い   



 
 

 
 

歴
史
的
興
味
以
上
の
 

 
 

 
 

い
 
の
こ
 
目
ず
ガ
 C
 Ⅰ
 妃
リ
コ
 
㏄
の
 
｜
 

 
 

 
 

笘
 コ
日
 リ
コ
サ
セ
せ
 
㏄
 0
 
0
 
コ
 

 
 

 
 

序
論
」
に
引
用
さ
れ
て
 

 
 

 
 

れ
が
歴
史
の
出
来
事
で
 

 
 

 
 

か
か
わ
る
意
識
を
呼
び
 

 
 

 
 

口
 Ⅰ
・
 

g
 
p
 
 

の
㏄
・
日
立
 

旧
 

 
 

 
 

い
 て
、
す
で
に
前
節
で
 

 
 

 
 

て
や
る
と
 
ハ
 キ
リ
ス
ト
 

 
 

 
 

の
も
の
な
の
で
あ
る
」
 

 
 

 
 

う
 立
て
ま
え
に
立
っ
て
 

い
る
。
 

 
 

 
 

次
の
よ
う
な
テ
ー
ゼ
に
 

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
  

 

 
 

者
の
こ
と
を
、
 
向
 哲
学
的
断
片
 b
 の
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
 に
人
 
出
八
炉
た
杣
た
 
「
 五
 断
 
（
 
1
 

 
 

（
の
 
臣
 ⑪
 ぺ
 何
の
が
 目
 ㏄
 ゴ
 ③
 宙
 ）
と
い
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
 

時
間
内
に
生
き
る
人
間
 

 
 

 
 

対
的
 超
越
と
の
か
か
わ
を
 



ニ 哲学的断片へのあ と がきコ の 構成 と
 
成立について  

 

 
 

グ
と
 、
そ
の
論
敵
で
 正
 

 
 

 
 

｜
ジ
 、
と
く
に
そ
の
 訳
 

ル 谷 べ の 作 土 る さ 

 
 

 
 

に
 、
一
貫
し
て
構
想
 

 
 

 
 

論
 が
立
て
ら
れ
て
 ぃ
 

 
 

 
 

録
を
永
遠
の
真
理
の
 

 
 

 
 

口
 &
,
0
.
 

ひ
 き
，
「
 著
 

 
 

 
 

も
そ
の
右
手
に
一
切
 

 
 

 
 

れ
 に
む
か
っ
て
入
選
 

 
 

 
 

ま
つ
 る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

H
 
.
S
 
.
 
 

ラ
イ
マ
ー
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
 

 
 

 
 

）
 
o
 

同
あ
 

論
理
が
 

ま
で
を
 

S
.
 グ
 

見
 」
に
 

と
し
て
 

 
 

 
 

よ
う
な
立
場
で
 

 
 

 
 

思
弁
的
歴
史
性
 

 
 

 
 

m
 、
 N
.
F
.
 

 
 

 
 

「
比
類
な
き
 発
 

 
 

 
 

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 

 
 

 
 

論
な
ど
が
、
 
い
 

45 (153) 



 
 

 
 

判
 的
に
越
え
る
地
点
 

に
 、
実
存
の
主
体
性
の
立
場
を
設
定
し
て
い
る
。
 

 
 

れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
唯
一
無
二
の
歴
史
的
事
件
」
 と
し
て
の
性
格
も
明
 

 
 

 
 

ケ
 ゴ
ー
ル
は
予
想
し
て
 

 
 

 
 

片
 づ
か
な
 い
 問
題
が
あ
 

 
 

 
 

る
 B
.
 
的
に
は
、
論
述
 

 
 

 
 

事
象
（
 ロ
 o
m
 

陣
コ
田
の
（
 

宇
 

 
 

 
 

ぎ
り
解
明
し
よ
う
と
 努
 

 
 

 
 

式
は
二
次
的
意
義
し
か
 

 
 

 
 

は
 次
の
よ
う
な
論
点
が
 

 
 

 
 

 
 

が
な
に
を
意
味
す
る
か
 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
っ
た
め
に
弁
証
法
的
 

（
Ⅱ
 

リ
 
）
 

（
 
甘
 ）
 

 
 

 
 

派
を
左
に
、
熱
狂
的
改
 

 
 

 
 

そ
れ
を
め
ぐ
る
 ヤ
コ
｜
 

 
 

 
 

を
 介
し
て
行
わ
れ
た
こ
 

 
 

 
 

こ
こ
で
は
、
啓
蒙
的
 理
 

 
 

 
 

、
両
陣
営
を
批
判
的
に
 

 
 

 
 

は
 、
キ
リ
ス
ト
の
出
来
 

(154) 46. 



『哲学的断片へのあ と  
 

 
 

「
主
体
性
が
不
真
理
で
 

 
 

 
 

と
い
わ
れ
、
「
主
体
性
が
 

 
 

 
 

う
 事
実
、
つ
ま
り
原
罪
 
り
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

絶
対
的
逆
説
」
だ
と
も
 

 
 

 
 

 
 

へ
と
展
開
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

ル
ケ
 ゴ
ー
ル
が
 い
 お
 う
と
す
 

ふ
ん
 

の 構成と成立について  
 

 
 

両
性
こ
そ
真
理
で
あ
る
 

 
 

 
 

著
作
集
 L
 第
八
巻
四
二
 

 
 

 
 

性
は
 不
真
理
で
あ
る
」
 

 
 

 
 

」
と
い
う
テ
ー
ゼ
に
 至
 

 
 

 
 

理
解
し
よ
う
と
せ
ず
、
 

 
 

 
 

な
も
の
」
の
主
題
が
明
 

確
に
な
り
は
じ
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 

 
 

 
 

で
き
な
い
。
し
か
し
 

 
 

 
 

る
 」
と
の
見
出
し
の
 下
 

 
 

 
 

と
い
う
定
式
に
対
し
て
、
 

 
 

矛
盾
に
た
え
る
思
考
の
情
」
。
二
重
の
 

傍
点
な
し
で
く
り
か
え
さ
れ
て
お
り
、
 

 
 

い
 。
一
行
あ
げ
て
 a
 と
そ
の
問
題
点
が
 

 
 

証
 法
的
難
関
」
と
あ
る
。
こ
の
 a
b
c
 の
 



ら
か
な
相
違
点
が
み
と
め
ら
れ
る
。
 

 
  
 

 
 
 
 

 
 

編
 第
四
章
第
二
節
 
8
 

 
 

 
 

て
 、
そ
の
冒
頭
で
こ
の
 

㏄
 
)
 

 
 

「
断
片
 ヒ
の
 タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
と
「
あ
と
が
き
 ヒ
 の
「
 序
論
」
に
お
け
る
定
式
 
ひ
 

 
 

っ
に
 書
か
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

て
 決
定
さ
れ
る
。
 さ
 

 
 

 
 

の
に
は
不
条
理
に
よ
ら
 

 
 

 
 

の
丑
の
の
 

せ
 ）
 
幅
 0
 
 
の
が
 
ヌ
蛇
ダ
の
 

Ⅰ
 

 
 

 
 

が
円
 
）
Ⅰ
の
圧
の
の
が
 

目
 ）
（
 

目
 e
l
 

 
 

 
 

い
か
が
 
日
曲
か
す
目
づ
 

の
隼
の
こ
 

 
 

「
著
作
集
 
ヒ
 第
九
巻
一
一
ぺ
 ー
 ジ
）
。
 司
 あ
と
が
き
 ヒ
 の
 論
述
で
は
、
 い
隼
 
・
 
や
 

 
 

 
 

定
式
の
あ
 い
 だ
に
は
 明
 



牢 哲学的断片へのあ とがき甘の構成と 成立について 

 
 

 
 

え
ぱ
 、
宗
教
性
 A
 
と
の
 

 
 
 
 

 
 

 
 

殊
 啓
示
、
つ
ま
り
キ
リ
 

 
 

 
 

 
 

法
的
二
重
性
に
 弛
 な
ら
 
4
 

玉
 

な
す
 
び
 

編
ま
で
が
書
き
上
 

レ
ッ
シ
ン
グ
的
主
 

ら
な
く
な
っ
て
し
 

づ
き
、
そ
れ
が
、
 

き
 b
 は
、
す
で
に
 

物
だ
と
考
え
る
。
 

 
 

 
 

も
、
 

 
 

 
 

は
な
 

 
 

 
 

カ
ま
つ
 

 
 

 
 

と
が
 

 
 

 
 

6
 着
 

 
 

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
解
釈
し
て
み
た
い
。
 

よ
っ
 

あ
っ
 

 
 

 
 

極
 す
る
歴
史
性
で
 

 
 

 
 

き
 」
第
二
部
第
一
 

 
 

点
の
確
認
と
と
も
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
 

 
 

っ
な
 新
た
な
限
定
を
 ぅ
 け
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

 
 

。
す
な
 ね
 ち
、
 日
 あ
と
が
き
」
の
課
題
は
 、
 

 
 

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
「
歴
史
の
 る

 。
 

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
 

す
で
に
実
質
的
に
は
解
決
さ
れ
て
 

衣
裳
」
そ
の
も
の
が
、
不
条
理
に
 



主
 
;
 

 
 

 
 

Ⅰ
抽
が
 

ヴ
 m
.
 
 

の
 セ
 ）
隼
の
 

コ
 佳
生
・
 

 
 

 
 

一
九
五
ぺ
 ー
 ジ
 

 
 

を
 素
描
し
た
解
釈
を
許
す
の
か
い
な
か
に
つ
い
て
も
、
 も

っ
と
立
入
っ
た
検
討
 

（
 
蝸
 ）
 

 
 

め
て
論
ず
る
つ
も
り
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

い
て
述
べ
た
 
弓
あ
 

 
 

 
 

「
あ
と
が
き
」
そ
の
も
 

へ
の
新
た
 

に
よ
っ
て
 

A
 と
弁
証
 

対
象
と
な
 

い
う
こ
と
 

性
も
確
立
 

論
 的
に
対
 

と
に
よ
っ
 

 
 

 
 

の
 出
会
い
に
 

 
 

 
 

情
 的
な
も
の
 

 
 

 
 

的
 歴
史
学
の
 

 
 

 
 

的
 逆
説
だ
と
 

 
 

 
 

絶
対
的
超
越
 

 
 

 
 

越
性
 が
二
元
 

 
 

 
 

と
 出
会
う
こ
 

 
 

止
 す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

㍉
あ
と
が
き
 b
 第
二
部
 
0
 

 
 

 
 

 
 

存
的
 構
造
論
だ
と
 い
 わ
 

5
8
)
 

 
 

 
 

形
で
の
 
日
 あ
と
が
き
」
 

ひ
 

 
 

 
 

「
断
片
 L
 の
 八
 問
題
Ⅴ
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下 る を 参 

一 l こ の 言下 三 

  

よ燕 いつ び 

司 る 
同 - て 

  

  

    
用 

  
  年 い の 六 

が ス の   
  り、 のと 生い 口 

  月 
金     

四 は すに 
八 一 る す 
ぺ 童 部 る 

  性 分 。     
      以       

51  (1%) 



 
 

 
 

て
は
、
の
 
づ
 ・
 援
由
 

 
  

 

き
，
の
 ・
 き
 9
 

同
著
作
集
 L
 
第
九
巻
三
八
三
ぺ
ー
ジ
参
照
。
 

 
 

 
 

そ
の
他
、
先
に
あ
げ
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 



伊勢神道神学発生の 一基盤 

5
3
 

 
 

 
 

の
 注
進
状
を
の
せ
て
い
 

 
 

 
 

り
し
て
、
そ
れ
は
遥
か
り
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

よ
り
大
分
時
代
を
下
っ
 

 
 

 
 

承
平
四
年
 

 
 

 
 

は
 出
来
ず
 、
 （

九
三
四
）
 

そ
れ
が
 既
 

に
 、
新
政
権
樹
立
に
成
功
 

の
と
み
ら
れ
る
。
而
し
て
 

た
シ
ナ
思
想
の
影
響
も
あ
 

る
点
が
多
い
よ
う
に
み
ら
 

い
て
、
そ
れ
は
外
宮
祠
官
 

同
等
と
主
張
せ
ん
が
た
め
 

 
 

 
 

 
 

神
学
も
前
代
よ
り
習
合
し
た
密
教
教
理
の
影
響
、
 ま
 

 
 

行
政
を
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
て
行
っ
た
と
み
ら
れ
 

 
 

 
 

 
 

国
常
立
尊
と
詐
称
し
、
外
宮
が
内
宮
よ
り
優
位
乃
至
 

 
 

え
そ
の
非
を
指
摘
し
て
み
た
い
。
 

鎌
田
純
 
 
 

 
 

 
 

ズ
ム
 の
基
礎
の
上
 

 
 



 
 

 
 

信
仰
を
高
め
た
も
の
と
 

 
 

 
 

ら
れ
る
が
、
ま
た
そ
の
 

 
 

 
 

い
う
だ
け
で
な
く
、
 
硫
 

 
 

 
 

う
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
 

 
 

 
 

洪
水
で
、
多
く
の
人
々
 

 
 

 
 

宮
人
は
な
か
っ
た
と
み
 

 
 

 
 

い
た
が
、
藤
原
氏
の
 勢
 

 
 

較
 的
自
由
に
社
寺
参
詣
を
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 ま
た
丁
度
そ
の
頃
、
社
 

 
 

 
 

た
が
、
華
厳
経
大
法
界
 

 
 

 
 

ら
え
、
そ
こ
へ
の
信
仰
 

 
 

 
 

安
 初
期
頃
に
既
に
山
 嶽
 

 
 

 
 

を
な
し
、
識
者
に
注
目
 

（
 
3
 ）
 

 
 

 
 

れ
る
。
而
し
て
白
河
上
 

 
 

 
 

貴
顕
が
こ
れ
に
続
い
て
 

 
 

 
 

述
の
如
く
一
に
は
藤
原
 

 
 

 
 

時
 か
な
り
流
行
し
て
 
（
 
4
 
来
 
）
 

 
 

 
 

属
 し
た
と
さ
れ
る
が
、
 

 
 

 
 

何
か
一
つ
の
ブ
ー
ム
 と
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伊勢神道神学発生の 一基盤 

こ 朝 間 代 に し し に あ で る 経 関 る 尤 こ "  つ " 一 イ二戸 

と が に に 神 政 、 待 る あ 。 済 政 よ さ と な に 
は 治 親 早 砥 浩 史 望   っ 例 豹 治 う て み フ 追 

 
 

 
 

う
が
、
そ
の
よ
 

 
 

 
 

く
 隆
盛
に
さ
せ
 

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

シ
ズ
ム
 と
 呼
べ
 

 
 

 
 

た
 。
従
来
の
摂
 

 
 

 
 

不
安
が
あ
り
、
 

 
 

 
 

い
た
の
で
あ
 

 
 

 
 

望
ん
で
い
た
の
 

 
 

 
 

出
現
し
た
の
で
 

 
 

 
 

的
に
も
、
人
々
 

 
 

 
 

得
 権
を
保
証
 

（
 
5
 ）
 

 
 

 
 

し
て
 力
 を
発
揮
 

 
 

 
 

政
の
上
に
 、
殊
 

 
 

 
 

ど
の
影
響
を
時
 

 
 

 
 

が
 伊
豆
配
流
の
 

（
 
6
 ）
 

 
 

 
 

っ
た
 。
そ
の
 頼
 

 
 

 
 

を
 示
す
よ
う
な
 

 
 

 
 

宮
な
ど
を
崇
敬
 
55 ㏄ 63) 



 
 

 
 

国
元
御
厨
に
立
ち
そ
こ
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
こ
の
神
 

 
 

 
 

、
 寿
 、
水
元
年
二
一
八
 

二
）
二
月
八
日
に
は
、
 

 
 

 
 

桂
現
 
）
 

 
 

 
 

発
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
 

か 

 
 

に
 神
宮
に
祈
願
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

た
あ
と
頼
朝
は
安
房
 国
へ
 渡
っ
た
が
、
そ
の
十
一
日
、
 

 
 

 
 

給
之
昔
 。
最
初
朝
 

 
 

 
 

御
敷
地
 -
 
。
安
平
治
 元
 

 
 

 
 

処
 。
 廿
 余
年
往
事
。
 

 
 

 
 

薪
 御
厨
 -
 
。
 重
以
可
レ
 

 
 

-
 
也
 。
（
五
二
妻
 

鏡
 ）
 

 
 

 
 

が
 、
そ
れ
は
ま
た
結
果
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

意
を
用
い
、
そ
の
落
慶
 

 
 

 
 

出
 に
対
し
直
接
格
別
の
 6
 



伊勢神道神学発生の 一基盤 

セ
月
 二
日
 

謹
上
頭
左
中
弁
 殿
 

と
の
如
く
あ
り
、
更
に
ま
た
、
文
治
三
年
 

伊
勢
 国
 没
官
領
事
。
加
藤
大
升
 員
随
 

百
二
具
諒
 -
 
之
 間
 。
 宜
 レ
 
ニ
エ
 停
止
 -
 
之
由
 。
 

と
の
如
く
あ
る
。
か
く
頼
朝
の
神
宮
神
領
 

う
く
す
る
も
の
が
あ
る
場
合
、
如
何
に
信
 

二
 
一
八
 セ
 ）
 

。
 
令
ニ
 注
進
 -
 
之
。
 

今
日
 被
 ニ
足
下
 

に
対
す
る
態
度
 

頼
 す
る
部
下
の
 六

月
二
十
日
の
条
に
 、
 

被
ド
ニ
二
 
地
頭
 -
 
之
処
 。
 

：
。
異
状
 云
 。
（
略
）
 

一
 
、
そ
れ
は
徹
底
し
た
も
 

場
合
と
難
も
容
謝
せ
ず
 彼

 葦
船
工
大
神
 

の
で
あ
っ
た
。
 

そ
れ
を
検
断
。
 宮

 御
領
 -
 
政
二
濫
行
 -
 
之
由
 。
色
 

神
宮
御
領
を
押
領
し
、
そ
の
 

し
、
そ
れ
が
頼
朝
の
勢
力
の
及
 二

所
々
 -
 

存
在
を
危
 

び
 難
 い
権
 
57@ (165) 

御
判
 

 
 

 
 

こ
ヰ
 

｜
 

 
 

所
レ
被
 。
柳
二
道
左
中
弁
光
長
 之
許
 -
 
。
 為
ニ
 奏
聞
 -
 
也
。
 

 
 

-
 
之
旨
 。
 成
二
 下
文
 -
 
。
 謹
以
 進
上
 之
候
 。
恐
々
謹
言
 

 
 

乃
 守
利
仁
田
 刀
 守
利
 仁
護
幸
倍
給
 借
上
 恐
天
 悪
天
幸
中
太
牢
人
。
 

 
 

 
 

に
 祈
願
し
た
だ
け
で
 

 
 

 
 

た
も
の
で
あ
っ
た
。
 
そ な 

ム
 「
 乃
例
 遠
計
 天
 。
二
宮
仕
新
加
乃
御
領
 
於
 甲
立
 夫
 。
（
中
略
）
 

 
 

二
千
百
司
民
庶
 秩
 。
 

る
 0
 そ
の
願
文
の
な
か
に
、
 

 
 

 
 

賞
志
腸
倍
 
。
 兼
 又
吉
 



 
 

 
 

に
よ
っ
て
、
神
宮
は
経
 

 
 

 
 

に
 至
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

っ
 た
と
云
え
よ
う
。
 院
 

 
 

 
 

ズ
ム
 
を
有
し
て
い
た
 

 
 

 
 

、
伊
勢
の
神
宮
な
る
こ
 

 
 

 
 

居
た
る
こ
と
か
ら
、
 そ
 

 
 

 
 

基
盤
と
し
、
ま
た
現
実
 

 
 

 
 

解
消
す
る
 頼
 朝
の
権
威
 

 
 

し
て
、
信
仰
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

頼
 朝
の
信
仰
態
度
よ
 

 
 

 
 

み
ら
れ
る
。
 頼
朝
は
治
 

 
 

倉
に
 入
っ
て
の
十
二
日
、
 

 
 

 
 

・
。
 
令
 三
景
 義
執
二
 

行
宮
寺
 車
す
 
-
 
。
（
五
口
 

妻
鏡
 ）
 

 
 

 
 

る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
 ろ
 

 
 

 
 

ど
を
始
め
て
い
る
こ
と
 

（
 
9
 ）
 

 
 

 
 

朝
 自
身
、
神
社
・
寺
院
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
神
 

(166)  58 



伊
 

 
 

 
 

が
 伊
勢
神
道
神
学
に
影
 5
 

生
 

寿
 、
 
杢
 二
年
二
月
日
 

発
 

源
頼
朝
 

学
 

 
 

 
 

よ
う
。
殊
に
そ
の
中
の
恒
例
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

式
目
を
守
り
仏
事
を
別
と
し
 

  の 一基盤  
 

 
 

し
て
い
た
。
例
え
ば
 吾
 

 
 

 
 

を
 記
し
て
い
る
が
、
 な
 

か
に
 

 
 

許
 ㌔
：
真
記
 云
 。
 

（
略
）
 

一
 、諸
社
 事
 

 
 

 
 

2
 曲
。
風
聞
出
来
 

 
 

 
 

作
文
俊
。
 可
レ
被
 ニ
個
 

 
 

勤
行
 -
 
山
。
 殊
可
 。
百
工
専
御
沙
汰
 
-
 
候
 。
 

一
 、仏
寺
門
事
 

 
 

 
 

穂
木
 レ
聞
 
。
無
二
用
 

 
 

 
 

@
 朝
之
 沙
汰
 -
 
。
 至
二
 

 
 

-
 
官
兵
上
文
中
。
研
二
 
存
 恩
給
 -
 
也
 。
 

以
前
。
条
々
 事
 。
言
上
 知
件
 。
 



と
の
如
く
、
こ
こ
に
も
 

の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
 

た
平
安
末
期
に
盛
ん
に
 

物
語
な
ど
に
も
み
ら
れ
 

れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
 

次
に
そ
の
時
代
に
国
 

は
 、
頼
朝
の
命
令
を
受
 

五
）
三
月
 廿
 四
日
の
条
 

 
 

と
 、
頼
朝
自
身
に
か
か
る
わ
が
国
を
神
国
と
み
る
 観
 念
 ，
 

 
 

 
 

ま
 

 
 

 
 

家
 

 
 

思
潮
と
し
て
の
神
国
の
観
念
を
昂
揚
し
た
も
の
と
み
，
 
 
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

に
 於
け
る
大
事
で
あ
る
。
吾
妻
鏡
文
治
元
年
（
一
一
 
Ⅰ
 
/
 

に
 、
そ
の
時
の
模
様
が
詳
し
い
が
、
中
に
 、
 

月
 四
日
の
条
に
 、
 

一
回
 レ
被
 レ
 
ニ
エ
 勧
賞
 於
 神
社
仏
寺
 -
 
事
 

 
 

正
 二
神
社
 之
 領
 -
 
。
 不
レ
 

 
 

仏
神
。
雨
下
 加
二
 冥
顕
 之
罰
 

 
 

已
開
 。
 如
レ
 無
二
光
跡
 -
 
。
 

候
 。
 

顧
 二
仏
寺
 
之
領
 -
 
。
押
領
 之
間
 。
 遂
依
 二
具
 
各
 -
 
。
 セ
月
 

-
 
給
 正
也
。
全
非
 二
頼
朝
 
微
力
 芝
所
フ
及
 。
黙
考
 可
レ
 

寺
領
 知
 レ
ニ
エ
 
可
レ
 
竹
二
本
所
 -
 
之
由
 。
卓
司
レ
 
ニ
エ
 宣
下
 -
 

 
 

 
 

。
 頼
朝
は
 、
そ
の
時
 

㏄
 
)
 

 
 

 
 

に
 唱
え
た
か
否
か
疑
わ
 
ひ
 

 
 

 
 

二
年
（
一
一
八
三
）
 
十
 

響
 す
る
と
こ
ろ
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 



  伊勢神道神学発生の 一基盤 

 
 

 
 

ヤ
ウ
 ー
ニ
 有
シ
の
 

   
 
 
 
 
 

 
 

 
 

ダ
ヲ
シ
 
ハ
カ
リ
 ツ
ベ
 

 
  

 

、
 
ノ
 
"
 。
 

 
 

察
局
奉
レ
抱
 
三
党
 

軍
。
 

+
 

共
以
没
二
 海
底
 -
 
。
 

 
 

 
 

の
 浦
で
入
水
の
と
き
、
 

 
 

末
と
 云
わ
ぬ
 は
 な
る
ま
い
。
而
し
て
更
に
 

其
 後
軍
士
等
 乱
二
 入
御
 船
 -
 
。
武
者
 欲
レ
奉
 。
 
開
二
 
賢
所
 -
 
。
 

 
 

ヰ
乏
 間
 。
彼
等
 

 
 

 
 

ま
玉
 ：
 
後
 朱
雀
院
 

 
 

 
 

今
 。
 猶
 顕
二
神
変
㍉
 

可
レ
仰
可
レ
 
情
意
。
 

 
 

そ
の
四
月
十
一
日
に
頼
朝
の
も
と
に
届
い
て
い
る
が
、
 そ
の
中
に
 

 
 

四
日
に
京
都
に
帰
京
さ
れ
た
が
 

 
 

 
 

権
 右
中
弁
 兼
忠
朝
 

 
 

 
 

ニ
大
宮
 -
 
入
 二
 
御
侍
 賢
 

 
 

 
 

新
一
口
々
。
 

 
 

 
 

う
 懸
命
に
当
り
奉
迎
し
 

て
い
る
様
相
が
知
ら
れ
す
。
ま
た
愚
管
抄
 

に
ち
、
（
 

0
 ）
 

巻
互
 



（
 
穏
 ）
 

 
 

上
疏
 -
 
。
 今
就
 二
化
垂
問
 -
 
。
達
三
愚
意
 
-
 許
也
 。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

。
 用
レ
妓
楚
 建
ニ
引
火
 

 
 

 
 

下
指
 二
役
朝
 -
 
抹
 有
 。
 祈
 

 
 

 
 

多
 。
 至
 二
千
世
 条
 -
 
者
。
 

 
 

 
 

可
レ
 被
毛
 ぎ
 他
事
 -
 
之
 

 
 

 
 

-
 
之
由
 。
竹
二
内
外
 -
 
。
 

（
 
乾
 ）
 

欺
 、
 誠
 仏
法
王
法
滅
尽
 之
秋
也
 。
 

 
 

 
 

息
之
外
 無
二
他
事
 
-
 

 
 

実
は
 、
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

ラ
ス
 
ニ
 。
（
略
）
 

 
 

 
 

与
え
た
も
の
と
み
ら
れ
 

 
 

 
 

ま
に
、
後
白
河
法
皇
が
 

後
鳥
羽
天
皇
を
践
 作
 さ
せ
ら
れ
た
が
、
玉
葉
に
 

  

抑 
  

  

宝鋤 

ウ 
セ 

/ Ⅰ 

ア 
  
ノ ン 

事 
  

  
  

王 

法     

/ ヘ 

l 已 Ⅱ   

ウ 
キ 
  
  
    

テ 
侍 
  
  

疋 
ヲ 

モ 

l 已 t 

ヰ尋 

べ 

キ 
道 
理 
定 
  
テ 
ア 
/ し Ⅰ 

ラ 

  
  

案 
  

  

グ 

,170) 

と 
- 一 - ロ - 己   

す 
が 

更 
@ 
ま 

尤 " Ⅰ   

62 



と
の
如
く
歎
じ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

、
 全
く
そ
れ
ま
で
に
 

 
 

 
 

で
 源
氏
の
追
撃
を
 ぅ
け
 

 
 

 
 

大
き
な
衝
撃
を
与
え
 
ろ
 

 
 

 
 

重
複
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 

（
 
巧
 ）
 

 
 

 
 

察
せ
ら
れ
る
。
 

盤
 

基
 

 
 

 
 

の
神
宮
に
対
す
る
庶
民
の
信
 

 
 

 
 

対
す
る
格
別
の
崇
敬
 
心
 、
 ま
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
  
 

 
 

え
ら
れ
る
。
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

。
 只
以
レ
目
耳
 。
 

た と 

 
 

 
 

日
 即
位
式
が
行
わ
れ
 

。
 兼
 実
は
 、
 

 
 

 
 

哉
否
 。
千
波
。
間
三
 

 
 

 
 

而
放
 下
叡
慮
 弁
 識
者
 



の
上
に
立
 

伊
勢
神
 

皇
大
神
官
 

今
世
 記
 」
 

二
所
大
神
 

 
 

あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

坐
 伊
勢
二
所
 

 
 

 
 

木
記
」
「
使
姫
 

 
 

 
 

忠
が
 
「
伊
勢
 

 
 

 
 

神
祇
 耐
紗
 」
 

 
 

 
 

た
 。
そ
れ
は
当
然
の
帰
 

（
 
）
Ⅰ
Ⅰ
 

7
 

 
 

 
 

こ
な
し
て
い
た
が
、
 
そ
 

 
 

 
 

大
き
な
国
民
信
仰
の
上
 

 
 

 
 

代
 以
来
の
私
幣
禁
断
 

 
 

 
 

に
 信
仰
者
を
拡
大
し
て
  

 

 
 

 
 

始
め
た
の
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

 
 

と
こ
ろ
を
み
て
、
更
に
）
 

 
 

 
 

 
 

。
庶
民
は
先
に
熊
野
に
ひ
 

 
 

 
 

も
の
の
、
も
は
や
そ
れ
 

 
 

 
 

な
い
が
、
そ
こ
に
は
 前
 

 
 

 
 

と
と
も
に
、
頼
朝
の
 出
 

 
 

 
 

て
 信
仰
す
る
 頼
 朝
、
 わ
 

 
 

頼
 朝
の
出
現
を
機
に
形
成
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
 



伊勢神道神学発生の 一基盤 

て ら の に も が と と 倉 主 入 さ ら し 「 
い れ な 男 松 と 日 あ あ 
るるか 二 けに 本る夫 6 音詩がてに。 の 張っ ろ うて 何 瑚 %   
も こ 法 頓 食 し に と 者 神 大 し に こ の そ が な 

  
そ 奈 て に し 日     

を 般 法 た の 神 代 く 

援 的 之 神 閑 道 の 頼   

は れ も 古 借 た 朝が 用 し 大 な - 息 。 社 、 係 よ 書に 書に な て の 事 仰 慈 
て き 出 仕 り 影 も 強       神宮 と みり 通り 、 古思 語想 ． 「 豊 
も で % 分 そ え る 以 神 得 ら で 思 拾 が 葦     

    

か 斯 べ を 理 と の こ 頭   
に 依 

  ここ く仏し 、 低 て 守っ 推 な みら 上に 一 

国 そ 渋 渋 て 測 れ 頼 政 
の を を の で な 胡 ん 
仏 退 避 祭 は い に だ 
散 け け 儀 な か よ と 出   は よ 式 の し と り     
払 う 自 助 で の て る 天 。 

教 と を 行 あ こ 改 と 

と し 守 で ろ と め も     る 謂 れ 
諸 仏 し 伊 Ⅱ 

。 さ よ ea' 

し 典 て え 
な 用 い ば れ、 神宮 う   

が 語 る 御 祠 そ 神   、 は の 
ら る こ 鎮 官 の 国 か の の 古 な 深 

と 信 な 6c  情 思 伝 い ろ   初 念 る 

そ し み 記 期 の 語   
65  (173) 



 
 

尊
厳
に
つ
い
 

 
 

か
も
知
れ
な
い
 

 
 

尊
 し
て
行
っ
た
 

い
の
で
あ
る
。
 

 
 

と
さ
れ
た
一
点
 

 
 

そ
れ
以
前
の
撰
 

 
 

外
宮
神
道
と
称
さ
 

 
 

響
 で
あ
 

 
 

り
、
か
 

 
 

ら
れ
な
 

 
 

金
打
 

 
 

外
宮
 

 
 

よ
う
な
 

 
 

 
 

考
 型
式
が
無
関
係
と
す
 

 
 

 
 

覚
し
、
神
仏
習
合
の
変
 

 
 

 
 

な
も
の
で
な
く
、
仏
教
 

 
 

社
 と
は
一
線
画
し
た
も
の
と
し
て
の
観
方
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

二
神
明
 之
 霊
威
 項
 。
」
 

と
の
表
現
構
造
は
「
貞
永
式
目
」
の
 、
 

一
 、
可
 下
 惨
毒
神
社
 -
 
、
 専
 。
集
福
上
妻
 

の
な
か
の
 、
 

 
 

 
 

 
 

か
 直
接
的
な
そ
の
影
響
 

を
し
の
ば
せ
る
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
。
 

(174) 66 



 
 

 
 

 
 

（
㎎
）
 

 
 

 
 

 
 

な
ど
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
 

程
 6
 

 
 

 
 

記
紀
二
典
の
最
初
に
記
 

 
 

 
 

と
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
 

 
 

 
 

想
 で
あ
り
、
二
宮
兼
行
思
想
 

（
 
騰
 ）
 

 
 

 
 

荒
木
田
氏
と
対
抗
し
、
 

 
 

 
 

な
し
、
以
て
天
照
大
神
 

 
 

 
 

せ
 む
た
め
の
手
段
と
し
 

 
 

 
 

一
の
心
理
状
態
な
り
と
 

よ
こ
し
ま
が
あ
る
と
の
批
難
で
あ
る
。
そ
れ
に
 つ
 い
 

豊
 受
を
月
神
と
し
、
月
を
水
に
取
り
水
は
御
飯
 

を
欲
 ふ
か
。
或
は
造
化
に
 湿
 し
、
或
は
理
 説
を
以
 

塞
 ん
す
。
所
謂
造
工
 
妖
書
 妖
言
 ョ
の
 徒
に
し
て
莫
大
 

と
記
し
た
こ
ろ
よ
り
端
を
発
し
て
、
 殆
 ん
ど
通
説
と
 

「
是
等
の
諸
 
側
 は
 、
 何
れ
も
豊
受
大
神
が
天
照
大
神
 

る
も
の
と
す
。
即
ち
、
彼
等
伊
勢
神
道
諸
家
は
年
代
 て

は
、
吉
見
幸
和
が
ぬ
 

 
 

し
て
内
宮
に
相
 雙
 ば
ん
こ
 と
 

 
 

舌
口
を
費
し
て
人
の
耳
自
ら
 

の
 罪
人
な
り
（
五
部
書
 説
弁
 ）
 

 
 

中
 よ
り
関
係
文
を
掲
げ
、
 

 
 

も
の
 

｜
 なる
を
証
明
せ
 

 
 

は
れ
た
る
国
常
立
尊
（
 書
 



 
 

 
 

神
道
に
関
係
の
あ
る
こ
 

（
 
却
 ）
 

 
 

 
 

袖
止
す
る
説
の
存
す
る
 

 
 

 
 

外
宮
祠
官
の
非
と
き
め
 

 
 

 
 

を
 尊
貴
な
ら
し
め
よ
 う
 

 
 

 
 

臣
 戯
訓
解
」
と
比
較
 考
 

 
 

 
 

二
宮
 共
 案
上
官
幣
 

 
 

ス
 有
ニ
加
増
 -
 
。
 

 
 

 
 

、
「
伊
勢
 

 
 

 
 

な
る
神
宮
 

 
 

 
 

な
す
と
 軽
 

 
 

 
 

し
て
も
、
 

 
 

殺
 ま
た
訂
正
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
 

そ
の
い
わ
 

ば
 
「
 皇
字
 沙
汰
 文
 」
に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

太
神
宮
号
 ニ
 
豊
受
宮
 -
 
如
 二
君
臣
 -
 
之
夫
上
元
：
 

 
 

 
 

か
 。
そ
 う
 

あ
ろ
う
。
こ
の
里
宰
沙
汰
文
も
、
そ
れ
に
続
け
て
、
 

二
所
太
神
宮
 

祠
官
で
あ
る
 

々
に
考
え
る
 

そ
れ
が
為
に
 

ゆ
る
五
部
書
 

。
こ
れ
 例
え
 

於
レ
 社
有
二
尊
 

で
は
な
い
で
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伊勢神道神学発生の 一基盤 

（ 一     D = 文 め 
） 

宮 

  地 
博 
モ 
が 

そ 
の 

「 
一     
神 

  

無人 

神 

尊 
生貝 

尤 よ @ 
養 る 

を 

明 
」 

て 

掲 
げ 
ら つ 

れ 

  尤， Ⅰ 
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部
 書
な
ど
の
伊
勢
神
 

 
 

 
 

と
し
て
初
め
て
考
案
し
 

 
 

 
 

な
く
、
さ
ら
に
考
慮
を
 

 
 

 
 

撰
せ
ら
れ
た
「
中
臣
 祓
 

 
 

 
 

誠
 に
よ
っ
て
、
外
宮
御
 

（
Ⅰ
 

2
 
ム
 
）
 

 
 

 
 

な
い
。
」
と
述
べ
ら
れ
 

 
 

 
 

富
 三
部
 書
 と
な
る
と
、
 

 
 

 
 

ぅ
 と
し
て
ゐ
る
事
は
 、
 

（
 
%
 ）
 

 
 



乙 な と や 手 め ぅ と 博 
士
は
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

、
こ
れ
と
同
等
の
意
の
文
は
更
に
明
確
に
 

 
 

 
 

レ
 
肩
馬
 レ
日
 。
 永
懸
 

 
 

昭
二
敵
船
六
合
 之
内
 -
 
。
（
倭
姫
命
世
記
）
 

 
 

 
 

博
士
の
云
わ
れ
る
よ
 

 
 

 
 

豊
受
大
神
と
が
、
 
予
 

 
 

 
 

る
に
崇
神
天
皇
の
御
 

 
 

 
 

処
 を
と
尋
ね
廻
り
、
 

つ
 と
五
十
鈴
川
上
に
鎮
座
し
た
と
こ
ろ
、
 

 
 

眩
戸
 伸
張
。
 
原
知
 見
々
恵
真
 伎
忠
 国
宮
処
 波
是
処
也
 。
 鎮
理
 定
理
 絵
 正
党
 

給
主
。
（
倭
姫
命
世
記
）
 

 
 

 
 

あ
る
が
、
そ
の
よ
 う
 

 
 

 
 

大
神
よ
り
尊
貴
な
る
 

 
 

 
 

ま
た
水
火
、
陰
陽
 と
 

 
 

 
 

最
少
 限
 に
止
め
て
宮
地
 

 
 

祇
敬
 レ
宗
 
。
乱
数
馬
。
 
先
 。
（
 御
 鎮
座
伝
記
）
 

 
 

 
 

大
神
 -
 
。
布
上
申
 気
皇
 

 
 

 
 

同
上
）
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伊勢神道神学発生の 一基盤 

な 城 代 よ と た と 6 0 
種 土 る て の り 唱 ま も の 不 時 女 

{ 

優 
劣 
関 
係 
で 
ナ よ @ 

く、   

し Ⅱ 

所気雰 
大 話 い る 天 天 に補 

対 最 題 る で 
  

抗 も は も の 
せ 祝 っ の べ   っ存 

在 
る も 御 。 世 と 

み     とこ て 

ろ 蕃 神 真 因 の 

小 一 万   の 健 筆 岐 処 表 
日 面 物 し た 神 む 

  
現 

た る を し で 

も 国 天 ろ 
の 常 御 両 
か 土 中 宮 
否 尊 主 の 

祐 一 

あ た 国 を   そ 
る 太 常 主 

。 之 立 張 
度 れ 

こ 御 尊 す 
ま ｜ 

れ 中 と る 
既 

こヰ ｜ 

  

止 「・ 

て る と あ 何 由 
落 拉 で る   の 気 
着 し あ 。 宮 
い 来 る こ 

たり 時 " う 。 れ は   

iC 

内       れ れ 
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曲
鼠
 皇
 太
神
宮
 -
 
也
 。
 然
 俊
哉
官
祭
事
 可
二
 勤
仕
 -
 
也
 。
 

 
 

 
 

ろ
う
。
つ
ま
り
 豊
 愛
犬
 

 
 

 
 

て
 存
在
す
る
大
御
中
主
 

 
 

 
 

た
 天
御
中
主
神
、
ま
た
 

 
 

 
 

。
 御
 鎮
座
伝
記
で
二
神
 

ユ
ヰ
 

カ
 
。
 

 
 

無
窮
 夷
 。
光
華
 明
彩
 。
昭
二
 徹
於
 六
合
文
 内
 -
 
英
 。
 

と
あ
る
そ
れ
、
ま
た
同
書
に
 、
 

 
 

前
面
 宮
 日
月
前
 レ
表
 。
諸
神
尾
 位
 。
 

 
 

 
 

な
か
ろ
う
か
。
ま
た
 御
 

鎮
座
本
紀
の
 、
 

 
 

 
 

教
の
影
響
も
あ
ろ
う
 

 
 

 
 

り
 、
そ
こ
に
度
会
 氏
 な
 

  

如惣   
  

  

    
  

明 

  
） 故 甚   
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剛
神
 。
。
 生
 化
本
性
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伊勢神道神学発生の 一基盤 

 
 

 
 

。
 
先
 。
冥
加
 以
 ニ
王
 

 
 

 
 

神
祇
 兎
 。
日
月
 廻
二
 

四
洲
 -
 
。
 錐
レ
照
 三
八
合
 -
 
。
 須
レ
照
 主
面
 頂
 1
 
キ
 

 
 

 
 

り
、
 軽
々
に
外
宮
優
位
 

 
 

 
 

コ
 
カ
 O
 

註
 

 
 

日
本
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
六
号
所
収
）
参
看
。
 

 
 

い
た
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
 

（
 
3
 ）
「
浄
蔵
 伝
 」
参
看
。
 

と
の
思
想
に
も
み
ら
れ
、
ま
た
、
 

 
 

宮
 諸
雑
事
記
に
。
 

 
 

葉
二
豊
受
神
宮
 -
 
也
 。
無
役
 我
 官
祭
事
百
ニ
勤
仕
 -
 
也
 。
 

 
 

 
 

釈
す
べ
き
で
あ
っ
た
か
 

 
 

 
 

せ
ず
二
宮
の
ま
ま
で
 考
 

 
 

 
 

神
 、
他
を
諸
星
と
し
て
 

 
 

 
 

こ
 に
の
べ
る
、
 

 
 

 
 

加
以
 主
面
 -
 
為
レ
 

 
 

 
 

混
沌
 之
始
 -
 
。
 屏
 二
仏
 

法
之
息
 -
 
。
（
主
基
本
記
）
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侍 ら 寄     
道 惟 神道列 そ勢こ妻家 
史 
」   

  
四 

う 木 に 参 軍学 

そ い 等     
が ま り 祈   
よ た み 禧 伊 ら 

く 古 て の 勢 れ み ら 事も 言己 " こと 南海 る 。 
れ ・ 和 が   
て 日 漢 み 乱 
い 本 の ら 暴 
た 書 詰 れ   
よ 紐 書 る 働 ぅ で九相 ・が が、 き 、 

あ 代 当 こ 頼 
朝   

。 事 同 2   
本官 ぅ 神 
紀 の に 経 
も も 神   
京 と 主 Ⅱ 束 

都 に が 激 
ト あ 中 す 
部 っ 間   
家 た に   
本 こ 立   

と と ち   
は が 神     

当知 領     



四国遍路における 接待の意味 

す こ と 昔 通 用 口 徴 こ 
る ろ い 霊 し 路 な の の 四 
と が れ 場 か が ど ひ 傾 国   

外 よ 。 を の 休 え と あ 八 
者 ぅ ま は 接 験 る す い ケ     
甘 る 礼 わ い - う こ て 場   

  

の 開 を の 歴 待 。 の の 八   

が の な に に け の で 用 遍 
み 村 い ろ み た 変 あ ガ 路 
ら 落 参 ら る 経 遷 る ィ vV 
れ の 詣 れ な 験 と   ド は 
る よ に た ら を と っ ブ 近 
と う お の ぱ 語 も ま ッ 年 
  い な い で 決 っ に り ク 一 

わ 比 て あ し て 接 、 が種   
い ． 閉 待 ま 国 。 形 に さ l 
  る 鎖 は た 遍 態 射 れ ム 

。 状 各 ョ 路 や し て と 
内 て い も 

容返 も隣。 る呼 べ 
交 付 そ る 

星 
化 落 れ ば 
し 民 ら ど   て な の の 

い ど 実 数 
る が 内 な 

野 

も 和 書 お 
の 所 の い 
め や お 巡 

、 通 お 拝 
英   現 路 く 者 

左 道 が る 
で 治 田 辺 
も い 国 え   お な 遍 て 

紀 

ト て い る ケ な ど 路 お 
」 歓 る っ 所 く で の・ り 

説 待 と た 観 の 金 持   
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味
 



を し い の そ 意つ 識い解ま以 （ ふて 現う 間適のよ「   
さ で 釈 ず 下 さ り 象 点 に 路 三 り ま に 

 
 

 
 

目
論
む
と
こ
ろ
 

さ
に
そ
こ
に
あ
る
。
 

 
 

 
 

と
し
て
 抱
 え
る
。
 

 
 

 
 

い
る
者
（
以
下
 

 
 

 
 

者
と
 遍
路
者
 と
 

 
 

 
 

あ
る
の
か
、
 
と
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

拠
り
ど
こ
ろ
と
 

 
 

 
 

来
の
研
究
成
果
 

 
 

と
い
う
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

、
記
述
の
順
序
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

従
来
の
説
明
 

 
 

 
 

を
意
味
す
る
。
 

 
 

 
 

に
は
必
ず
し
も
 

 
 

 
 

果
と
 巡
礼
の
 
一
 

が に 
し 試 + 億 
か み 表 
し ら さ 
な れ れ 
が て る 

  
待 ま 外 
の た 者 
研 田 歓 
完 固 持 
に 接 習   
そ 歴 あ 
う 史 っ 
し 的 た 
た 変 こ 
民 選 と 
俗 を が 
学 他 指 
的 の 摘 
あ 遠 さ 

る 隔 れ 
い 参 ） 

は 請 口 
歴 の 国 
史 そ の 
学 れ 接 
的 と 律 
見 終 に 
弛 み つ 
と あ い 
は わ て 
則 せ も 
に て そ 
  3&.   

国 よ た 
に う 民   
お と 俗 
け し 学 
る た 的   
美 明 旦   
際 究 地   
の も よ 

接待 
の 。 ま巴   

あ 牡 
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四国遍路における 接待の意味 

（
 
5
 ）
 

 
 

 
 

学
 

西
国
巡
礼
・
 

 
 

 
 

札
所
近
く
に
住
む
村
落
 

 
 

 
 

積
み
込
ん
で
霊
場
に
乗
 

 
 

 
 

か
で
あ
る
が
、
接
待
す
 

 
 

 
 

把
握
し
に
く
い
と
い
う
 

 
 

 
 

花
 で
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
 

 
 

 
 

つ
か
は
活
発
に
続
行
さ
 

 
 

 
 

、
第
三
タ
イ
プ
の
接
待
 

講
 に
よ
る
接
待
を
分
析
対
象
と
し
た
い
。
 

 
 

 
 

る
 。
こ
の
三
者
と
も
 

 
 

 
 

上
町
お
よ
び
美
里
町
、
 

 
 

 
 

月
 に
か
け
て
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

寺
 境
内
で
、
紀
州
接
待
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
た
有
田
接
待
 講
 を
と
 

7
7
 

り
あ
げ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
 

    

般
的
 構
造
と
の
関
連
な
ど
が
触
れ
ら
れ
る
。
 



 
 

 
 

講
元
で
あ
る
故
宮
崎
 

 
 

 
 

な
み
に
昭
和
四
十
二
年
 

 
 

 
 

の
の
ち
世
話
人
中
の
物
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

間
 的
余
裕
が
必
要
な
た
 



四国遍路 @c おける接待の 意味  
 

 
 

土
木
 

L
 
M
 

ハ
別
什
レ
 

"
 
ト
か
 

な
い
。
 
そ
 

 
 

 
 

、
と
さ
れ
て
い
る
。
 
ぃ
 

 
 

 
 

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
 

 
 

 
 

が
 目
立
っ
。
世
話
人
た
 

は
 重
複
を
さ
け
る
こ
と
に
す
る
。
 

 
 

 
 

約
一
 0
0
 名
 ほ
ど
の
 

 
 

、
二
十
一
日
朝
、
昼
と
本
尊
前
に
て
勤
行
が
行
わ
れ
、
 

ま
た
二
十
一
日
昼
に
は
 

 
 

 
 

歌
を
唱
え
る
者
も
あ
 

 
 

 
 

の
お
 實
 銭
を
納
め
る
こ
 

 
 

受
け
も
っ
わ
け
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

堂
の
本
尊
が
一
名
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

一
番
霊
場
霊
山
寺
で
 

 
 

 
 

節
句
を
中
日
と
し
て
 
一
 

 
 

 
 

に
し
て
十
三
日
か
ら
 
十
 

 
 

 
 

わ
れ
る
）
。
四
十
 
セ
年
 

 
 

品
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 

金
銭
三
一
六
、
五
五
 0
 円
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孫 請 め る い J 亡 Ⅹ     
さ が 世 に 。 え 接 で れ れ 
て 指 話 、 こ る 待 あ ら ら チ 軍 丁 嬬 靴 手 草 三 

宝 
接で（者 、 摘入 両の 収講の 。 早 るののり 。 部 切紙半盲 祥下拭履柑 
待 き 二 は 集 杜 牧 
  品 る 十 組 世 話 集 
の 。 一 織 諸 人 は     

-- / Ⅰ --     五 セ 
収 君 原 人 だ そ 

） 理 は け の   

上 実 で 収 ど 市 定 本     は 内   
理 奴 で 的 そ 範 有 る 五 

集 あ に の 囲 田 中 キ 
運 世 る 講 範 の 川 ，む   

搬 話 と 世 閉 店 沿 と タ 
等 八 者 話 を さ い し   
の （ え 人 力 と め て 
  プ 九 る が バ 提 北 元 

ボ 

  

 
 

集
 世
話
人
に
講
 側
 よ
り
接
待
 

供
 と
戸
数
 

｜
 す
る
こ
 

兼
任
し
て
 

こ
と
が
で
 

十
二
名
）
 

 
 

イ
 

 
 

人
が
 

 
 

っ
た
 

 
 

講
 

 
 

イ
ア
 ン

ト
 で
あ
る
と
 

設
け
ら
れ
て
い
 

り
し
て
い
る
た
 

元
 （
一
 %
 伯
 ）
 ｜
｜
 

ラ
キ
カ
 ル
な
 関
 

十
二
部
落
に
わ
た
る
三
六
五
 セ
戸
 よ
り
集
め
ら
れ
 

較
 的
平
坦
な
農
業
地
域
に
あ
り
（
 
前
 図
参
照
）
 、
そ
 た

 
（
昭
和
四
十
 セ
年
 ）
。
ち
な
み
に
 

の
生
業
は
柑
橘
類
栽
培
と
稲
作
が
中
 

ル
画
）
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意
 

の
 

待
 

接
 

る
 

け
 

お
 

 
 

 
 路

 
遍
 

国
 

四
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T 鳴 浦 な 見 落 合 のも ま｜ 以 り、 週間 接待 遍路 

  

  
某 日 す る 化 一 白 れ 港 漁 般 で め さ 

づ 接 る よ さ 般 炊 よ か 船 講 、 ら れ 

      
  
待 概 有 る し は が 間 十 ほ 通 人 品 性 

  
す の り 間 路 の 朝 る の 料 者 て 出 そ 
る 接 の の 者 ぅ セ 。 霊 で と 整 寺 の 

  

  
し の 分 、 0 畳 方 は そ る へ さ の 受 
て プ 乗 せ た き 五 山 の 。 侮 れ は け 

  
こ ス 育 た 装 れ ろ に ら 市 送 そ る 区 

ま 野 接 に さ し 一 塊 
  
す っ 帰 交 通 特 撰 接 を い る 接 間 各 

  

  

平 の tc  tc  。 同 と 上 初 に っ 
板 札 八 立 技 出 物 輸 日 天 て 
{C 所 本 べ 待 資 品 送 の 商 会 
そ 大ミ 四 て 品口 で 
の ど 国 通 は 昭 
事 へ 遍 路 通 称 
実   こ に め 
の 、 有 れ 搬 は 
み   ト 出 ろ 入 じ 

を 
- 一 月 - - 己 

山 林 待 柑 に ラ 市 の さ め 
か し を と 建 ッ 辰 余 れ る 

述 け 、 す 全 て 
し た さ る 銭 た 
て り ら 。 で 接   
み す に 現 あ 待 公 男 護 れ し 

力， Ⅰ る 今 在 る 所 口ロ ロ で が   
  一 を は そ あ て 女 人 全 部 

点 
で 接 
あ 待 

る 。 ｜こつ 

こ い 
め て 
疑 部 
点 外 
は 者 
先 が 
の 抱 
接 く 

待 最 

の 三 初 の 

タ 疑 
4 間 
プ は 
の   

す な 
べ ぜ 

て 見 
に ず 
当 期 
て ら 

は ず 
ま の 
る 遍 
も 路 
0  者 
で に 
あ 金 

る がを 口 ロ ロ 

、 無 
持 料 
々 r  で 
わ 提 
ざ 供 
わ す 
ざ る 
船 の 
そ で 
仕 あ 
立 ろ 
て う 

てか 弛、 
県 と 
カ )  い 

う つ 



 
 

 
 

し
て
そ
の
準
備
に
鷹
犬
 

 
 

 
 

さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
 

 
 

 
 

品
の
整
理
、
荷
造
り
、
 

 
 

 
 

の
 無
償
提
供
に
よ
っ
て
 

モ
 1
 ビ
ラ
 イ
ズ
 さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

く
な
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

、
い
く
 っ
 か
が
指
摘
 

 
 

 
 

あ
り
遍
路
者
に
接
待
す
 

 
 

 
 

れ
は
、
有
田
接
待
 講
の
 

 
 

用
い
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

お
い
 D
 特
に
そ
の
 行
 

 
 

 
 

%
 法
 大
師
信
仰
の
発
生
 

 
 

 
 

を
 支
え
て
き
た
基
盤
と
 

し
て
は
、
少
く
と
も
二
つ
の
点
が
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

る
も
の
で
あ
る
。
 
高
 

 
 

 
 

う
に
、
弘
法
大
師
空
海
 

（
 
）
Ⅰ
 

2
 
ユ
 

 
 

 
 

ひ
と
っ
と
も
い
う
べ
き
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四国遍路に   

 
 

 
 

は
あ
と
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
）
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
が
本
義
と
さ
れ
て
い
る
。
 

較
 資
料
を
も
っ
て
さ
ら
 
、
，
 

>
 

お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
（
 

者
 同
士
の
社
会
的
差
異
 

善
意
識
な
ら
び
連
帯
感
 

ぶ
り
手
に
金
剛
杖
を
 

意
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

国
 遍
路
で
は
「
同
行
 二
 

 
 

 
 

と
も
に
し
て
い
る
と
い
 

 
 

 
 

わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

存
在
そ
の
も
の
の
 特
 

 
 

 
 

し
て
異
質
時
間
、
空
間
 

 
 

 
 

く
る
。
巡
礼
な
い
し
 遠
 

 
 

 
 

究
 課
題
で
あ
る
の
で
 将
 

 
 

 
 

0
 例
を
掲
げ
て
み
る
。
 



 
 

 
 

り
は
 僧
は
現
世
に
か
 

 
 

 
 

い
の
で
あ
る
。
こ
の
 

 
 

 
 

あ
る
と
い
う
想
定
を
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の っ 必 は て に 的 仰 は 俗 拝 
な て す あ い " こ 行 が " 入 さ と い 

施 ン の は あ 

つ 

ぎ 
で 

，つ     
い婁 と妻 幅 ） 意 い は こ ，性 

。コ 6 ま、 ナ 諭 とに さ えま １ 実ま １ カ 

接 れ 桁、 弘 な 大 
待 て 施、 法 っ 師 
が い で 大 た 不 
ま る あ 師 一 波 
つ め る に 因 信 
た で と 接 で 仰   く あ い 待 あ る 

Ⅰ ド旧 る し は 務 の   
り 接 と こ と す 
を 待 に と 思、 る 

期 者 な で わ 四 
侍 は る あ れ 国   し 自 。 れ る 八 
な ら こ ば 。 十 
い の / Ⅰ 

没 入 ケ 
              所   利 倍 釈 は   



 
 

 
 

遍
路
者
よ
り
そ
の
 

名
 

 
 

 
 

、
戸
口
や
梁
に
貼
り
っ
 

け
魔
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

遍
路
者
の
納
札
を
有
田
へ
 

持
 

お
 

 
 

 
 

に
 貼
り
つ
け
、
火
除
け
な
ど
 
勒
 

 
 

 
 

り
 受
け
取
っ
た
納
札
は
す
べ
て
霊
山
寺
に
納
め
る
が
、
 

そ
の
か
わ
り
、
霊
山
寺
よ
り
 

四
 

 
 

 
 

に
 貼
り
つ
け
て
い
る
 

家
 
8
 

る
こ
と
や
こ
の
世
で
の
心
の
安
ら
ぎ
を
得
る
こ
と
 

 
 

本
来
、
仏
教
の
布
施
に
は
大
き
く
分
け
て
財
施
 

を
 施
す
こ
と
で
あ
り
、
法
施
と
は
僧
が
そ
れ
を
 受
 

対
応
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
 タ
 

い
こ
と
で
は
な
い
。
 

（
 
6
 ）
 

で
あ
る
。
 

（
 物
施
 ）
と
法
施
の
二
 

け
て
こ
れ
に
報
い
る
た
 

ン
ビ
ア
の
指
摘
す
る
 タ
 種

類
が
 

め
に
 法
 

ィ
 仏
教
 あ

る
と
い
わ
れ
る
。
財
施
と
は
仏
教
信
者
が
僧
に
 

を
説
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
よ
り
両
者
は
一
 

に
お
け
る
布
施
の
互
恵
性
も
、
あ
な
が
ち
理
解
で
 財

物
 

種
の
 

き
な
 

 
 

 
 

廻
 の
 次
 段
階
）
を
迎
え
 

 
 

り
に
、
僧
は
贈
与
者
に
功
徳
を
授
け
る
の
で
あ
る
。
」
 

 
 

 
 

で
 功
徳
を
積
む
こ
と
 

（
 
騰
 ）
 

 
 

 
 

厳
然
と
し
て
互
恵
性
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が に る 慮 の あ 

ろ が 余 罪 仕 
、 開 早大立 四 

  

る ま   

そ 決 Ⅱ で 年 に 困 講 
い の 行 難 タ 

  
望 漁 、 こ 楼 と 有 も を 

  す 船 の 氏 ぃ 田 あ 遂   

が 料 絶 的 。 間 有 る 

お 輸 え に 当 の 田 か 
  お 送 る 無 時 速 接 ど 
す る こ 科 技 迎 待 ぅ 

ぎ 依 と 輪 待 を 講 か 
て 頬 な 送 諸 司 の の 
悔 し く を で き 陽 一   

代 と て 山 棲 て は ヵ 
で は い た 待 い 、 ギ 
  受 な る の 品口 る 現 は     育 め 
で 漁 " い 出 田 調 

、 船 こ わ に 布 達 
亡 倒 れ れ 苦 内 で 

の み が 
よ る と   

聖 当 の 現 
な う とこ 、 ろ な 性 よ 在 
接 い が る る ぅ で 
7 手 ま こ 領 有 に も 

当 ま ぅ 域 し 徳 育 
事 で し め て 来 日 

遍 い の 市 
者のた の諒解 路 る 接 内 

著 よ 待 に 釈 明に 行動 、 と う に 散 
レ は 位 い に つ 見 
べ や 置 ぅ み い さ 

ル や づ 仕 え て れ 
そ そ け 置 る の る 

主 ぐ と づ 。 解   

に わ は け も 釈 
公 な 別 に し な 
折 い に な こ い 

の ，点   
対 あ 接   
象 る 待 
と い 者   
し は や 与口 俗 つ 

は の ま 遍路 て 、 さっ 両 ダ リ 

い た 者 領 イ 遍 
ま く の 域 コ 路 
一 反 接 を l 者 

結 ト 即   び ミ 弘 
接 な と つ l 法 
侍 る り け に 大 
の ，点 ま る 当 節 
も が く 役 て 説   

味 け の 呆 れ る 
を ら か し ば る 

考 れ れ て 、 程 

えて る・ 。 の り   
み 成 行 こ る 接 
た 丁 動 
ぃ tC  を 

。 お 詳 
い 細   
て 6C 6 時 原 
は 調 
  べ 

0 者 理 
で に と 

そ て あ 対 し 



 
 

 
 

 
 

の
 
プ
ロ
セ
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
 

 
 

 
 

接
待
 
品
 収
集
世
話
人
は
原
理
 

劫
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
よ
う
 

味
 
ろ
 う
か
 。
 

 
 

 
 

接
待
諸
行
事
へ
の
 
コ
，
、
ッ
ト
 

と 6 回 す 、 こ うし    
 

る
 桑
原
 捨
松
 氏
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

侍
講
を
運
搬
す
る
と
そ
れ
に
よ
っ
て
何
日
か
休
漁
す
 

 
 

れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
 

 
 

漁
民
た
ち
か
ら
、
酒
や
刺
身
等
の
豪
勢
な
酒
肴
を
ふ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
る
点
で
あ
る
。
 

 
 

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
存
在
領
域
と
し
て
の
 聖
 ・
俗
の
 

 
 

者
即
 弘
法
大
師
の
観
念
か
ら
が
 え
ぱ
 矛
盾
は
、
な
ぜ
 里 道 
じ 転   
て る 
く オ旨   

6 滴 臣 節 輸 る 接 か 
の す 然 の 送 の 待 か 
で る 的 観 な で 構 わ 
あ こ 思 念 い あ 一 コり 



 
 

 
 

に
 二
月
に
金
品
を
提
供
 

 
 

 
 

に
お
い
て
、
大
き
な
 差
 

 
 

家
庭
の
ほ
と
ん
ど
は
単
に
金
品
を
提
供
す
る
だ
け
で
、
 実
際
に
四
国
へ
渡
り
 霊
 

山
寺
で
の
遍
路
接
待
に
は
参
加
し
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

路
 希
望
者
）
つ
ま
り
 

 
 

 
 

議
貴
と
は
組
織
上
だ
け
 

 
 

け
で
あ
る
。
 

 
 

の
 接
待
に
対
す
る
観
念
を
取
り
あ
げ
て
み
た
い
。
 

 
 

 
 

 
 

い
る
。
接
待
は
八
陣
 

 
 

 
 

人
の
呼
称
を
も
っ
て
 呼
 

 
 

 
 

講
元
の
行
き
過
ぎ
だ
 、
 

 
 

 
 

修
業
の
意
味
が
あ
る
と
 

 
 

 
 

0
 そ
の
故
事
に
な
ら
う
 

 
 

 
 

 
 

そ
れ
で
あ
る
。
接
待
者
 

 
 

 
 

の
で
、
こ
こ
で
即
座
に
 

 
 

 
 

遍
路
者
 即
 弘
法
大
師
、
 

 
 

 
 

ま
た
、
こ
う
し
た
解
釈
 

 
 

 
 

と
 提
供
さ
れ
た
も
の
で
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枚
 た
り
と
も
粗
末
に
で
 

 
 

 
 

 
 

品
を
遍
路
者
に
与
え
る
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

る
と
、
そ
こ
に
は
、
 

 
 

 
 

ま
す
ま
す
濃
厚
と
な
 

 
 

 
 

、
分
析
上
、
金
品
提
供
 

 
 

 
 

ね
 、
こ
こ
で
対
象
と
す
 

る
の
は
後
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
 

 
 

 
 

路
 者
と
の
間
で
と
り
 

 
 

ニ
イ
 

り
ダ
 

Ⅱ
 
Ⅰ
Ⅰ
 

H
@
 

1
 。
 

 
 

 
 

者
に
認
め
ら
れ
て
い
 

 
 

 
 

伝
達
内
容
を
ど
の
よ
う
な
 手
 

 
 

 
 

、
再
検
討
し
整
理
す
る
こ
と
 

 
 

 
 

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
 筆
 

 
 

 
 

と
も
古
典
的
と
も
い
え
る
 ぅ
 

る
 

お
 

 
 

毛
口
 の
そ
れ
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
 

 
 

 
 

、
そ
れ
は
の
ち
に
彼
の
弟
子
 

 
 

 
 

る
 。
こ
の
方
法
の
基
本
的
手
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で
と
る
儀
礼
行
為
に
 

注
目
し
て
み
た
い
と
思
う
。
 

 
 

 
 

向
か
っ
て
、
般
若
 心
 

 
 

 
 

四
月
の
霊
山
寺
で
の
 接
 

待
 に
お
い
て
も
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
所
作
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

・
御
詠
歌
・
大
師
 宝
 

 
 

 
 

る
 。
遍
路
者
は
、
客
礼
 

 
 

 
 

そ
う
 け
る
、
と
い
う
 形
 

 
 

 
 

も
ま
た
、
接
待
を
 ぅ
け
 

 
 

 
 

が
 札
所
の
本
尊
、
大
師
 

 
 

 
 

一
で
あ
る
（
 つ
 け
加
え
 

続
き
は
、
 個
 

を
 引
き
出
そ
 

Ⅱ
同
一
 

の
 意
味
 

㈲
別
々
 

㈲
二
 つ
 

 
 

 
 

素
の
意
味
 
0
 

 
 

提
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
 

㏄
 
)
 

 
 

 
 

い
し
類
似
 
ひ
 

を
も
っ
て
い
る
。
 

 
 

ら
の
慣
習
の
間
に
は
共
通
の
要
素
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 



 
 

 
 

次
 参
拝
し
て
い
く
と
、
 

接
待
両
前
に
至
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
）
。
 

 
 

な
に
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

儀
礼
行
動
が
向
け
る
 

 
 

 
 

・
御
詠
歌
・
大
師
宝
号
 

 
 

 
 

ピ
ュ
ラ
ー
な
形
式
で
あ
 

 
 

 
 

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
 

 
 

 
 

・
大
師
（
な
い
し
諸
仏
 

 
 

 
 

ろ
 う
か
 。
 

 
 

 
 

う
 点
か
ら
し
て
、
 遍
 

 
 

 
 

た
 よ
 う
 に
大
師
は
遍
路
 

 
 

 
 

て
 新
遍
路
者
に
繰
り
返
し
 強
 

 
 

 
 

に
 見
え
る
。
 

待
 

 
 

 
 

り
に
公
式
的
教
学
的
に
と
り
 

る
 

 
 

 
 

大
師
に
帰
依
 し
 信
を
捧
げ
る
 

 
 

 
 

能
 性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
 

 
 

 
 

支
柱
と
す
る
こ
と
は
、
や
や
 

四
 

速
断
に
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
、
 

様
で
な
い
 

有
し
て
い
 

で
あ
る
。
 

後
者
の
 

れ
て
い
る
 

み
ら
れ
る
 

こ
う
し
 

五
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
 
一
 

 
 

 
 

の
 一
貫
性
を
 

 
 

 
 

て
い
る
わ
け
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
 四
国
遍
路
 

こ
と
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
が
接
待
者
が
 

の
行
為
は
そ
れ
を
差
し
 

イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
 

半
俗
的
存
在
で
あ
る
と
 遍

路
者
に
向
け
る
行
為
は
あ
く
ま
 

向
け
た
対
象
た
る
遍
路
者
か
ら
、
 

の
場
に
い
る
わ
け
で
あ
る
。
い
い
 

い
え
よ
う
。
 

 
 

リ
ス
 な
 

 
 

者
は
そ
 

 
 

か
か
わ
 い

 。
し
か
し
そ
 

こ
で
矛
盾
す
る
 

っ
て
い
る
半
里
 

 
 

 
 

の
 存
在
と
し
て
扱
っ
 2
 

 
 

 
 

接
 金
品
を
渡
す
接
待
者
 

 
 

 
 

扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
㎝
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四国遍路 @c おける接待の 意味 

の シ 社 こ ま 開 抽 は い と 
く 、 支 明 コ 持 徴れ 触 巡研コ会 とた 放 抜出社 迷 いい   
で 体 ニ え ぅ は 一 礼 文 摘 が す 礼 み 類 の る 定 
は に タ よ な 確 部 の 的 し 彼 べ が て 学 も な 的 

た さ 概   
く れ 念 0 l あ 六 把 。 意 み   ナ 殊 四 な 

「 個 ぅは 6 タ 

服 チ リ つ え こ 床 辺 塁 l 帖 国 か 
装 l え ほ ろ う 論 む 地 

」 よ l の が な ど こ し が よ 奏 にお ・ づ によ 遍路 

の う ナ 一 生 い あ と た 王 う 詣 
横 張 と げ が 宗 張 な     １ 問題 0 な高 性 す 繰 て 巡 教 す 寡 婦 

が 度 者 も る の い みし 儀 る 囲 還   
捨 の 作 そ よ 返 る 研 礼 よ 気 と 

象 有 

    

  
  

  ュ い 彼 要 か 0  優 フ 。   0 Ⅰ 殊 こ     な と 

ぅ て 仁田 時 で 
  
甘の 

間 あ る 
  Ⅱ の 空     や 徴 究 な を を で っ   間 で 
ろ は に 接 が と を は 
れ 確 ょ 侍 ろ 頴 形   
る か く 者 と   

。 で 表 
す 成 こ 

の め 的 る し の 
そ あ わ 墳 ら 最 て 境 

昇 れ 近 い 界   ，性 る の 
5A. 

る ，桂 
が し い ね め 

十八 冊 

の は 
タ か る い で で 四 
l し よ の あ 国 
ナ 他 ぅ 尤 よ @ ろ 一 遍 、 

か う 路 
l 自 面に 、 転 回 で か 独 
身 そ 一 換 国 

  

  
白日 

の れ 面   あ の 
い り に 礼 6 も 
ぅ え お コ 台 の い の   @ 九 % 構 は で 
礼 抽 て ，ら   造 ま あ 
㍻干 栗 は 二 は も あ 要 っ て 的 
先 度   タ 造 る と て さ そ 特 たろ 、 っ 

に が 人 ス 光 行 メ な い ら れ 徴 そ か 
お 商 類 の fC 甲 キ る る に は の れ   



 
 

研
究
は
、
巡
礼
構
造
一
般
に
か
か
わ
 

 
 

た
と
え
ば
「
 行
 」
の
問
題
と
し
て
）
 、
あ
 

 
 

け
れ
 は
 な
ら
な
い
と
思
う
。
タ
ー
ナ
ー
 

 
 

い
て
は
大
師
信
仰
に
つ
い
て
の
研
究
が
ほ
 

 
 

さ
ら
に
追
求
し
て
み
た
い
。
 

 
 

学
会
学
術
大
会
（
 於
 駒
沢
大
学
）
に
お
 い
 

と
 題
し
て
発
表
し
た
も
の
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

珪
 

 
 

昭
和
三
十
九
年
、
大
法
輪
 閣
 

 
 

三
十
九
年
、
席
書
房
 

 
 

術
 桂
一
九
六
九
、
 セ
一
 !
 九
五
頁
。
 

（
 
4
 ）
新
城
 常
三
 、
前
掲
 書
 。
 

 
 

る
 、
い
わ
ゆ
る
善
根
宿
を
含
め
る
場
合
も
 

に
 対
す
る
金
品
の
接
待
の
み
を
扱
 う
 こ
と
に
す
る
。
 

 
 

ヒ
 昭
和
四
十
六
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
 

（
 
7
 ）
回
春
二
三
四
１
匹
 
セ
頁
 

る
 問
題
と
し
て
と
ら
え
る
パ
ー
ス
ペ
ク
 

る
ぃ
 は
多
様
な
日
本
宗
教
史
の
一
宗
教
 

が
 指
摘
し
て
い
る
通
り
い
ま
ま
で
巡
礼
 

と
ん
ど
皆
無
で
あ
っ
た
点
と
を
考
慮
に
 

て
 「
接
待
 
講
 に
お
け
る
大
師
信
仰
の
実
態
」
 

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
含
め
ず
遍
路
者
 

二
 二
二
頁
。
 

 
 

 
 

路
を
支
え
て
い
る
の
は
 
佳
 

 
 

 
 

 
 

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
 

 
 

 
 

 
 

 
 

き
た
こ
と
は
、
す
で
に
 
倖
 

 
 

 
 

で
 表
現
し
た
も
の
の
 ひ
 

と
っ
で
あ
る
と
い
え
る
。
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  を 草 り 

ま 手 で 
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信仰 
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十     

のさ～ レ卑 五 札 五 

年、 ば O   未     来 
  

靴 
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の
の
の
・
 

ト
の
 
Ⅱ
の
・
 
せ
 0
 ト
 ）
 め
，
 

 
 

 
 

之
 0
.
 
ダ
 
Ⅰ
 い
の
ド
 
1
.
 
め
の
 
申
 

 
 

 
 

ロ
コ
 
e
 
 
の
。
 ヨ
づ
叫
ロ
せ
 

(
2
0
4
 



位
 

地
 

の
 

士
 
且
 

道
 

 
 

サ
 

お
 

 
 

 
 史

 
裟
 

袈
 

袈
裟
は
わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
に
 

遷
 が
あ
っ
た
。
本
来
、
イ
ン
ド
 

来
の
袈
裟
の
意
義
が
変
化
す
る
 

  

 
 

  

が
ら
も
変
化
し
て
い
く
の
は
、
教
理
学
的
な
面
 

9
 

一
 
は
じ
め
に
 

一
 、は
じ
め
に
 

二
、
六
物
を
説
く
戒
律
 

Ⅲ
六
物
の
意
義
 

㈲
三
衣
 

㈲
 
鉢
 

㈲
坐
具
 

㈲
 
濾
 水
嚢
 

㈲
六
物
以
外
の
衣
 

三
 、
戒
律
に
お
け
る
袈
裟
の
形
状
 

Ⅲ
名
称
 

㈲
 
色
 

㈱
 
衣
材
 

㈱
大
き
さ
 

四
 、
道
宣
の
解
釈
し
た
六
物
の
特
徴
 

 
 

㈲
大
衣
の
重
 法
 

㈲
 
衣
材
 

㈲
坐
具
 

㈲
 
鉤
紐
 

㈲
 
鉢
 

㈲
 
葉
 

㈲
濾
水
嚢
 

五
 、
お
わ
り
に
 

袈
裟
上
Ⅲ
Ⅳ
 

一
ト
 

Ⅰ
 
ト
お
 

｜
 一
八
 
物
 

け
る
道
宣
 

を
 中
心
 
に
｜
 の

 地
位
，
 

 
 

Ⅰ
 
l
 

｜
 

ロ
 

一
局
 

 
 

風
 



Ⅲ
 
エ
ハ
 
物
の
意
義
 

 
 

 
 

び
漸
 塊
を
知
る
生
活
 

 
 

 
 

も
の
は
、
身
に
着
け
る
 

 
 

 
 

で
、
最
低
限
の
私
有
物
 

 
 

 
 

多
羅
 僧
 。
何
等
安
陀
会
。
 

 
 

 
 

出
 。
）
と
い
う
よ
う
に
、
 

 
 

 
 

こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

水
曜
教
具
。
」
（
 

ぷ
 ㍽
 瑚
 b
 ）
 

 
 

 
 

い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
 

 
 

 
 

。
 
分
 。
」
（
 

牡
妊
亜
 
，
）
 と
い
 

 
 

 
 

た
め
に
、
本
論
文
で
 

 
 

解
釈
し
た
袈
裟
が
袈
裟
 
更
 に
お
い
て
占
め
る
地
位
と
、
 
そ
れ
が
彼
の
戒
律
 
勧
め
 

 
 

に
す
る
。
 

二
六
物
を
説
く
戒
律
 

 
 

 
 

が
 釈
尊
に
よ
っ
て
説
か
 
8
9
 

 
 

 
 

っ
て
可
能
な
限
り
、
 
律
 

㏄
 
)
 

 
 

 
 

 
 



袈裟 更 における道宣の 地位 

 
 

 
 

）
 瓶 、
錫
杖
、
香
炉
、
 

 
 

 
 

い
る
。
本
来
こ
の
戒
は
 

 
 

 
 

物
を
島
の
二
翼
の
如
く
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぃ
 
。
現
在
わ
れ
わ
れ
が
 

 
 

 
 

題
 が
あ
り
、
内
容
と
不
功
 

 
 

 
 

0
 目
四
分
律
行
事
 

妙
ヒ
 

 
 

 
 

律
の
条
目
に
関
す
る
 

見
 9
 

 
 

 
 

説
か
れ
、
菩
薩
が
 常
 

者 と 一 ら 女口 っ 。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
も
無
効
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 

    螺
 

え
 

 
 

 
 



( 湖 )  100 
 
 

 
 

い
 問
題
で
あ
る
。
こ
れ
 

 
 

 
 

て
み
た
い
。
本
論
文
で
 

 
 

 
 

衣
 

 
 

 
 

て
三
衣
の
制
憲
、
名
 

 
 

 
 

難
陀
な
ど
の
誤
っ
た
行
 

 
 

 
 

際
 行
動
に
関
し
て
戒
め
 

 
 

 
 

っ
 た
り
す
る
こ
と
を
 禁
 

 
 

 
 

染
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

 
 

 
 

て
お
り
、
如
来
成
童
 と
 

 
 

 
 

鼻
 、
多
羅
樹
葉
、
細
 禄
 

 
 

 
 

て
い
る
。
以
上
の
よ
う
 

に
 直
接
三
衣
に
関
す
る
戒
は
二
六
賊
あ
げ
ら
れ
る
。
 

㈲
 
鉢
 

 
 

 
 

屋
体
が
十
日
間
許
さ
 

 
 

 
 

に
よ
る
の
で
あ
っ
て
 、
 

 
 

 
 

鉢
 、
黒
 鉱
 、
 赤
鉢
 の
 六
 

（
 
4
 ）
 

 
 

 
 

小
さ
い
の
は
一
斗
 半
ま
 



袈裟 更 における道宣の 地位  
 

 
 

想
 。
 破
想
 。
 漂
恕
 す
る
 

 
 

 
 

縁
 に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
 

 
 

 
 

て
 新
し
い
も
の
と
取
り
 

 
 

 
 

畜
 鉢
を
僧
物
と
し
て
、
 

 
 

 
 

う
 順
に
、
か
く
し
て
 最
 

 
 

と
い
う
独
特
の
処
分
法
に
な
っ
て
い
る
。
 

具
 

㈹
 
坐
 

 
 

 
 

い
 縫
い
つ
け
て
壊
色
 

（
 
5
 ）
 

 
 

 
 

た
 因
縁
に
よ
る
の
で
あ
 

 
 

 
 

見
た
こ
と
よ
り
 臥
休
め
 

 
 

 
 

た
め
結
成
さ
れ
た
が
、
 

 
 

に
平
 傑
 手
だ
け
増
す
の
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

し
て
い
る
。
臥
具
に
 

 
 

 
 

そ
の
ま
ま
に
し
て
行
っ
 

 
 

 
 

こ
で
 僧
縄
抹
 、
大
林
、
 臥
 

 
 

 
 

を
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

具
は
燗
 壊
し
虫
に
か
ま
 

 
 

 
 

か
 、
あ
る
い
は
そ
こ
に
 

Ⅰ 01  (2 ㏄ ) 



 
 

お
り
、
衆
僧
物
と
し
て
臥
具
、
縄
床
、
 

木
抹
 、
臥
褥
、
 坐
具
、
枕
、
地
敷
、
 
下
 

 
 

 
 

は
 国
王
、
大
臣
な
ど
の
 

 
 

 
 

の
 虫
が
好
ん
で
生
き
て
 

 
 

 
 

寝
台
、
椅
子
、
臥
具
、
 

坐
具
な
ど
を
作
る
こ
と
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

妙
ヒ
に
 
「
臥
具
と
言
 

 
 

 
 

は
 寝
具
と
か
マ
ッ
ト
 と
 

 
 

ら
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
論
じ
た
い
。
 

㈲
源
水
嚢
 

 
 

 
 

っ
て
い
る
水
を
泥
に
 

 
 

 
 

慈
心
あ
る
こ
と
な
し
。
 

 
 

 
 

い
う
の
で
あ
っ
て
虫
の
 

 
 

 
 

ら
 用
い
る
こ
と
を
い
っ
 

 
 

 
 

害
し
て
 外
 自
ら
称
し
て
 

言
 は
く
  

 

 
 

会
津
で
は
 

木
 戒
を
欠
き
、
前
の
用
生
水
成
と
合
一
さ
せ
て
い
る
。
 

㈲
六
物
以
外
の
衣
 

 
 

 
 

轍
儲
 比
丘
 が
櫨
病
を
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袈裟 更 における道宣の 地位 

以
上
残
本
に
定
め
ら
れ
 

（
 
7
 ）
 

三
 資
具
衣
の
所
持
を
許
さ
 

の
他
、
衣
 腱
度
 、
 迦
締
那
 

て
い
る
。
 

て
い
 

れ
て
 

衣
健
 る

も
の
を
抜
き
出
し
 

い
る
。
し
か
し
こ
れ
 

度
 、
房
舎
 腱
度
 、
雑
 て

み
た
が
、
こ
れ
に
よ
 

ら
は
下
着
や
臨
時
的
な
 

腱
度
に
 糞
掃
衣
や
鉢
 な
 

 
 

十
 

 
 

ま
こ
｜
 

 
 

さ
れ
 

103  (2 Ⅰ 1) 

 
 

 
 

こ
と
を
許
し
た
の
で
あ
 

 
 

 
 

で
、
戒
め
る
た
め
に
 本
 

 
 

 
 

淫
薬
僧
の
上
に
着
け
る
 

 
 

 
 

じ
て
お
り
、
三
衣
の
下
 

 
 

 
 

な
り
価
値
も
相
違
す
る
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

し
 、
四
月
一
日
よ
り
 

 
 

 
 

も
の
で
あ
る
。
三
月
十
 

 
 

 
 

水
 に
よ
っ
て
 洗
 浴
す
る
 

 
 

 
 

一
処
に
集
め
来
年
の
安
 

 
 

 
 

な
 物
を
作
っ
て
は
な
ら
 

な
い
と
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
。
 



 
 

 
 

一
塩
と
作
り
、
大
衣
 と
 

 
 

 
 

ら
れ
、
ま
た
入
来
 衣
と
 

 
 

 
 

、
作
務
な
ど
の
雑
用
に
 

 
 

「
勤
修
百
丈
清
規
」
（
 一
 三
三
八
年
刊
）
 巻
 下
の
日
用
 

軌
範
に
よ
れ
 

ば
 
「
 
披
 二
五
 

 
 

 
 

）
の
法
衣
に
も
「
結
子
 

 
 

 
 

。
な
お
道
宣
は
三
衣
を
 

 
 

 
 

研
 二
 
%
 心
 -
 
也
 。
（
 
嫉
 H
 利
 ，
）
 

 
 

て
い
る
。
 

（
 
8
 ）
 

 
 

地
を
重
ね
て
作
る
こ
と
か
ら
重
複
 
衣
 と
い
い
、
（
 

9
 ）
 日

薩
婆
 多
読
 L
 春
田
に
ょ
れ
ば
 九
 

 
 

 
 

応
 レ
 
ニ
エ
 錦
衣
白
衣
 -
 
。
 

 
 

 
 

称
 で
、
律
蔵
の
制
 名
で
 

 
 

 
 

る
と
い
う
こ
と
で
出
世
 

 
 

悩
を
消
す
故
に
消
 痩
服
 と
い
わ
れ
、
そ
の
他
蓮
華
 服
 、
 間
色
衣
、
慈
悲
衣
、
 
冊
 

 
 

 
 

あ
る
。
僧
伽
梨
は
道
宣
 

 
 

 
 

苔
衣
と
い
い
、
乞
食
と
 

称
 

Ⅲ
 
名
 

(212) 0
4
 

 
 

三
戒
律
に
お
け
る
袈
裟
の
形
状
 



袈裟 更 における道宣の 地位 

材
 

は
衣
 

 
 

 
 

衣
を
持
っ
こ
と
を
 

 
 

 
 

げ
ら
れ
、
そ
れ
に
 よ
 れ
 

 
 

 
 

）
㈹
 扇
 那
成
（
大
麻
）
 

 
 

 
 

）
で
、
糞
掃
衣
と
し
て
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
 他
 

 
 

 
 

違
 に
よ
っ
て
成
立
し
た
 

 
 

 
 

っ
て
袈
裟
と
す
る
を
 、
 

正
規
と
な
し
た
の
で
あ
る
。
 

㈲
 
色
 

 
 

 
 

よ
 。
若
し
は
青
、
若
 

 
 

若
し
は
青
、
若
し
は
黒
、
若
し
は
木
蘭
を
以
て
せ
ず
、
 余
の
新
衣
を
著
く
る
も
 

 
 

 
 

る
 。
こ
れ
は
律
蔵
に
よ
 

 
 

 
 

刺
激
す
る
貫
徹
を
お
こ
 

（
㎎
）
 

 
 

 
 

壊
色
と
す
る
こ
と
を
 染
 

 
 

 
 

ど
も
壊
色
に
あ
ら
ず
し
 
勒
 

 
 
 
 

て
畜
 う
る
場
合
は
突
 吉
 羅
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

 
 

 
 

㈱
大
き
さ
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か 儀 広 定 分 づ 衣 良 る こ そ 

  

れ は す 射 て 巻 を 直 伝 か 仏 上 は 
を 似 る 半 お 四 以 撰 文 し 陀 の 各 

自 大 ょ あ あ 律 違 な 身 

の 
特   
紋 

  

  
ち 二 型 て め じ 知 友 捨 

お 

て ぜ の た 
ま ヰ 

ど   
  究 極 」 さ は 出 の 手 の 等 
で 

あ 量 下は吉曜（大正八姉 所に 、 こっ 一 最も 局 す 身と 広大 

  姫 操 行 も 

た 
ろ 
    

生 
じ 衣 (U 
6  月氏 

現 と 序 
象 し 
で て 
あ の 
6 袋 裟 
側 が 
え 中 
ぱ 国 
偏 tc 
祖 伝 

わる右肩 

は 、 や 、 

ィ そ 
ン れ 
ド が 

で 中 
は 国   

相 酌 
手 に 
に 変 
尊 容 
敵 す 
る る 
不 こ 
す と 

着 は 
方 風 

  
る 風 
が 土 

  
儒 候 
散 な 
で ど 
は の 
左 相 
を 違 

  
と り 

し 当 
  然 



袈裟 更 における道宣の 地位  
 

 
 

「
青
二
臥
具
～
者
 

是
 三
衣
 
ュ
 

  

  

  
具 ・兵具 具 戒 

戒 戚 戚 戚 本 

  

    

表裏 具表 本 

戚 戚 戚 戚 疏 

7@ (21S) 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
面
に
は
仏
教
の
性
 

 
 

 
 

材
 

㈲
 
衣
 

 
 

 
 

随
 成
沢
相
 席
 、
「
 四
 

 
 

 
 

本
来
の
律
蔵
の
内
容
と
 

相
違
し
て
い
る
。
次
に
表
示
す
れ
ば
、
 

（
 
Ⅱ
）
 

@
 

 
 

 
 

裟
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
 

 
 

で
あ
る
。
し
か
し
中
国
的
に
解
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
 

一
例
を
あ
げ
る
と
紫
衣
 

（
 
照
 ）
 

 
 

 
 

た
て
な
が
ら
も
、
イ
ン
 

 
 

肩
を
誇
る
争
論
が
行
な
わ
れ
、
 

同
弘
明
集
 ヒ
巻
 王
に
広
山
慧
遠
 と
何
鎮
南
 
（
 何
無
 



 
 

 
 

は
な
ら
な
い
こ
と
を
 指
 

O
O
 

 
 

 
 

る
 。
そ
こ
で
は
「
 央
堀
 

O
O
O
 

 
 

 
 

葉
虫
皮
革
 履
履
僑
著
耶
 

 
 

、
各
経
典
を
原
文
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
日
奥
 堀
経
 L
 は
 
「
 若
 展
転
乗
艦
 ニ
殺
者
 

 
 

 
 

正
 法
。
 若
 愛
者
 非
 。
 
悲
然
 

 
 

 
 

 
 

会
通
さ
せ
て
、
三
衣
の
総
称
と
み
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

す
な
わ
ち
「
 
一
 正ニ
誹
議
三
一
長
二
層
敬
二
二
 

為
 三
行
 
レ
 

 
 

 
 

 
 

た
司
律
相
 感
通
 伝
ヒ
の
 天
人
が
「
釈
門
 章
服
儀
 」
 を
 

（
Ⅱ
）
 

は
な
く
、
大
村
を
い
っ
て
 

道
得
二
 安
楽
 -
 
枚
匹
馬
 レ
不
レ
 

こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
 
こ
 

感
喜
し
た
所
に
も
「
南
北
 

 
 

 
 

袈
裟
 -
 
。
 所
 。
会
者
名
馬
立
 

 
 

 
 

具
 正
三
衣
」
（
㍽
 

布
拙
に
 
）
 、
 

 
 

臥
具
者
 是
 三
衣
 名
 」
（
 研
協
 
利
和
）
と
い
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

。
若
井
二
三
衣
 
-
 
如
何
 

 
 

 
 

具
と
薩
婆
多
 論
の
臥
具
 

 
 

 
 

僧
伽
梨
乃
至
坐
具
等
。
」
 

 
 

 
 

時
 比
丘
 作
二
 一
切
 睦
衣
 。
 

 
 

 
 

「
 
薩
婆
 多
読
 L
 は
色
香
 (216)  108. 



 
 

る
が
、
道
宣
は
日
釈
門
 章
服
儀
ヒ
に
 「
 縦
得
ニ
已
成
 -
 
。
 
斬
砕
塗
レ
壁
 。
 
此
則
永
拾
え
 
⑦
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
 

 
  

 

袈
 

 
 

厳
格
に
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

  地位  
 

 
 

相
 感
通
仕
口
に
準
じ
、
 

 
 

 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
 ま
 

 
 

 
 

語
を
信
ぜ
ず
」
と
非
難
 

し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

に
な
る
。
ま
た
 コ
 
行
事
 

 
 

 
 

非
法
 物
 。
」
（
 

廿
 ㎝
 捌
 b
 ）
 と
 

 
 

 
 

耶
 衣
を
禁
ず
る
文
で
は
 

 
 

 
 

」
（
 私
虹
桟
 
、
）
と
い
っ
て
 

 
 

 
 

る
 。
ま
た
 殺
 者
の
手
を
 

 
 

 
 

経
 」
の
原
文
は
「
迦
葉
 

 
 

 
 

金
銀
盃
 器
 。
 如
レ
 是
等
 物
 

 
 

 
 

陣
内
 -
 
。
黒
穂
 故
研
 二
十
 

 
 

 
 

埜
鎧
は
 ）
が
該
当
す
る
と
 



 
 

明
は
、
 種
々
の
縄
律
を
取
り
あ
げ
て
論
じ
て
い
る
が
、
 

不
犯
に
つ
い
て
例
え
ば
 

 
 

 
 

あ
る
が
、
五
分
 律
 で
は
 

 
 

 
 

。
し
か
し
道
宣
は
四
分
 

 
 

 
 

本
来
の
意
味
を
変
え
 

（
 
）
Ⅰ
 

9
 
ュ
 

 
 

る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

  

 
 

 
 

フ
知
 。
 固
其
 官
臭
。
」
 

 
 

 
 

を
 礼
讃
し
た
か
と
い
う
 

 
 

 
 

総
称
と
し
た
理
由
の
 一
 

 
 

 
 

る
い
は
 壇
 衣
の
天
竺
 僧
 

 
 

 
 

論
二
 維
紹
。
。
力
足
 聖
 

 
 

二
把
 
繁
 -
 
。
五
大
四
部
立
 皆
著
用
 。
 誼
可
 下
 葉
 二
男
 レ
求
之
 絹
縮
 -
 
。
 寛
申
難
 。
博
之
 
細
 

 
 

 
 

、
か
え
っ
て
道
に
反
す
 

 
 

 
 

中
 臥
具
。
朗
景
三
衣
。
 

 
 

 
 

二
 二
成
 -
 
也
 。
」
（
 
臥
 Ⅰ
 且
、
 
）
 

 
 

 
 

駁
し
、
「
 智
論
云
 。
 如
 

 
 

 
 

，
 
。
南
山
 絵
 練
木
 レ
兼
 
。
 

 
 

 
 

口
 で
は
、
如
来
が
麗
市
 

 
 

 
 

い
た
こ
と
を
主
張
し
、
 

(218)  HO   



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
 麸
証
沖
 
）
と
い
っ
て
 十
 

 
 

 
 

庫
蔵
 、
十
 倉
 、
十
一
同
 

 
 

 
 

明
 さ
ば
外
部
を
取
り
て
 

 
 

 
 

筈
見
 律
 よ
り
、
続
い
て
 

 
 

 
 

引
い
て
い
る
。
十
五
 井
 

 
 

 
 

」
（
 麸
 ㍽
 沖
 ）
と
い
っ
て
 

 
 

 
 

宣
は
す
べ
て
に
十
三
考
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
 起
 離
を
定
め
 

 
 

 
 

、
か
っ
四
分
律
の
勢
 分
 

 
 

 
 

 
 

 
 

行
持
し
よ
う
と
し
た
 

 
 

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
 

の
 

紐
 

宣
 

㈲
 
鉤
 

 
 

 
 

わ
れ
る
が
、
 鉤
紐
 も
そ
の
 一
 

け
 

 
 

 
 

、
 後
 紐
は
真
中
程
に
付
け
 ろ
 

 
 

（
 
恭
 ）
 

 
 

 
 

は
 道
宣
の
袈
裟
に
よ
る
と
 考
 

 
 

 
 

と
 見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
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、
 鈎
 紐
を
付
け
る
こ
と
 

を
 制
し
た
所
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

付
け
、
右
の
衣
 角
で
 

 
 

 
 

て
い
る
の
で
は
な
い
こ
 

 
 

 
 

白
レ
仏
 。
仏
言
。
 聴
 三
角
 

 
 

 
 

あ
げ
て
い
な
い
。
ま
た
 

 
 

 
 

二
典
 
内
 -
 
繋
作
 。
 双
拘
 上
。
 

 
 

 
 

っ
て
 鉤
 紐
の
位
置
は
反
 

 
 

 
 

（
 
セ
一
 0
 ）
で
あ
る
か
 

 
 

 
 

に
な
っ
た
の
は
、
㍉
法
服
 

顛
倒
 抱
 

こ
と
が
 

い
る
。
 

紐
 が
っ
 

 
 

 
 

を
 取
っ
て
い
る
 

 
 

 
 

が
あ
ら
わ
れ
て
 

 
 

 
 

示
 に
よ
っ
て
 鉤
 

（
吹
り
）
 

 
 

-
 
猶
 加
工
家
具
 -
 
由
 。
 
此
始
制
 。
士
女
 二
鉤
紐
 -
 
令
以
 二
成
 月
 -
 
達
 ニ
千
主
管
 -
 
置
 。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
 「
 
瓶
磨
疏
 
L
 
 

に
も
「
 

前
 ②
 

 
 

 
 

前
人
指
叉
 

退
 二
綾
 
内
 -
 
倶
 



 
 

開
 の
 二
 説
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
道
宣
は
ど
ち
ら
か
と
 

い
え
ば
、
 コ
 
行
事
 妙
 L
 に
僧
祇
 禍
 

 
 

 
 

 
 

 
 

レ
 
博
二
糖
葉
相
当
 
-
 
。
 縫
 二
次
 
葉
 ・
 
-
 

 
 

 
 

、
 狭
い
場
合
は
大
麦
程
の
葉
ュ
 

 
 

 
 

例
え
ば
 日
 
僧
祇
 律
 L
 に
は
「
百
ニ
 

 
 

 
 

、
「
五
分
 
律
ヒ
 に
も
「
有
坂
詰
 

 
 

 
 

レ
爾
 
。
」
（
六
 

%
 姥
 。
）
と
い
っ
て
 

、
 

  

格
 正
ヒ
施
設
 鈎
 細
分
 に
 「
老
ル
二
鞘
 宋
ノ
 頃
ョ
リ
カ
 
一
 

 
 

替
ノ
甚
 キ
ト
 痛
芙
ス
ヘ
キ
 ノ
ミ
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
 

 
 

 
 

 
 

鉤
 紐
を
付
け
る
所
を
明
示
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
 

 
 

あ
ろ
う
。
 

㈱
 
葉
 

義
浄
の
見
た
袈
裟
に
つ
い
て
「
有
部
百
一
瓶
 磨
ヒ
巻
 

 
 

 
 

一
 
換
へ
、
マ
タ
四
分
 ノ
角
 

 
 

後
牌
ト
云
 ニ
作
ル
ハ
 計
 

 
 

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
 

 
 

結
 。
 観
 中
綬
 於
 道
服
上
。
」
 

 
 

や
 玉
で
飾
り
、
美
し
い
 紐
 

 
 

は
 、
慈
雲
尊
者
が
 旧
律
に
 

（
㏄
）
 

 
 

ぇ
 れ
ば
、
宋
代
の
よ
う
な
 

 
 

い
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
 

 
 

東
夏
 開
市
 不
レ
縫
 。
 詳
観
レ
 

（
㏄
）
 

 
 

葉
 を
刺
 縫
し
 開
け
な
か
っ
 



た 々 

の
 

 
 

。
 将
欲
レ
害
レ
王
 
。
 因
レ
即
瞼
獲
 。
 

 
 

 
 

 
 

比
 E
-
 
権
且
 縫
合
。
 為
レ
絶
ニ
 

  

 
 

 
 

、
 
）
と
、
葉
を
縫
う
の
は
 北
 

 
 

 
 

た
 疑
い
を
生
じ
さ
せ
 

 
 

 
 

し
た
こ
と
で
は
な
い
 

 
 

 
 

 
 

レ
 
佳
道
行
刑
 

鉤
葉
破
 

。
圭
三
辰
 

披
せ
之
 

。
 ス
衣
葉
宣
脱
 

。
 

 
 

 
 

当
 烏
梅
鳥
足
軽
 

レ
之
 
。
」
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

-
 
者
何
 
。
谷
口
。
化
仏
滅
後
。
 

将
 

 
 

え
 。
 密
以
二
 

利
刀
 
-
 
内
臣
大
薬
 

中
 -
 
。
 

 
 

 
 

矧
 ㎝
 拙
軸
 
）
と
い
い
、
さ
ら
 

 
 

。
。
三
寸
四
 
才
任
レ
情
開
閣
 
。
 浸
 夙
成
 レ
俗
 
。
 弥
開
二
華
蕩
 
之
源
 @
 
。
 
し
 （
 蛾
丑
機
 
。
）
 
と
い
 

 
 

様
子
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
道
宣
に
お
い
て
は
、
 
葉
 は
 
「
行
事
 抄
し
 の
 屈
祇
 

 
 

 
 

（
は
㎝
 
刺
 。
）
と
あ
る
よ
 

 
 

 
 

ま
に
し
て
お
か
な
け
れ
 

 
 

 
 

い
と
い
っ
て
い
る
。
 ま
 

 
 

 
 

都
 無
二
 
縫
者
 -
 
。
 故
 裁
縫
 

  

( 幽 )  114 
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ぃ が す は 囲 意 を よ 
も " さ こ 真 ま 味 大 う 
の 感 ち と も れ で 人 な 
で 通 に に 割 た あ に 重 
あ 仁 兄 な 散 田 る 問 作 
る は 照 る せ 相 か ぅ の 
と 仏 は と ね で ら た 大 

  

け 天 真 い な 上 付 人 て 
て 人 恩 る い は け は い   

。 の 早 う に 表 は 取 と 

し あ え す 反 わ 棄 つ が 
か た る る す す の て 明 
し り た と る も 所 示 ら   

伝 よ 薩 多 も め け こ あ 

説り婆論にるて は競争 説 、 と 創薬。 のる 

  
拠 示 専 制 な し 裏 三 葉 
の さ が で っ た よ 重 の 
な れ 弟 は て が り に 下 
い た 子 な し っ 付 な が     

た る こ な を 部 所 し る 

  

説 当 い   
と 然 て に 村 葉 い れ 
い 威 さ 

う 通 と 正 もな は けて を表 

だ 伝 め 
け に ら 
で 説 れ 

  
着 す 横 田 か 
る る 線 の 正 
た な よ 畦 し   に は 外 を は 

え が で 罪 、 は 表 な 
っ 正 あ そ そ 畦 わ い 
て し る   犯 れ に す か 

㈲
大
衣
の
重
 法
 

 
 

 
 

。
 名
ニ
 
不
離
六
宿
 -
 
。
 

 
 

 
 

の
も
の
で
あ
る
が
、
 必
 

 
 

 
 

伝
 b
 に
「
大
衣
 重
作
師
 

 
 

 
 

相
者
。
 表
二
於
 稲
田
 之
勝
 

 
 

 
 

。
今
川
道
 以
 二
布
 
籠
 -
 
。
 

 
 

 
 

宣
は
薩
 婆
 多
読
に
い
う
 

 
 

 
 

宣
 以
来
。
中
国
律
家
で
 

 
 

 
 

が
 明
ら
か
で
あ
る
。
 



に
も
引
か
れ
て
い
る
が
、
㍉
 

戒
 本
流
 L
 

能
楽
二
車
屋
 
-
 
」
（
 
川
埼
撰
和
 

）
と
い
っ
て
 

美
濃
厚
な
も
の
を
使
用
す
る
者
が
あ
 

依
 ニ
増
量
二
頭
一
週
 
接
 二
神
 
と
 -
 
此
是
 

の
が
四
分
律
に
説
く
も
の
だ
と
い
っ
 

あ
る
。
し
か
し
㍉
 
律
相
 感
通
 伝
ヒ
に
 

既
 不
二
幅
 
邪
 -
 
。
坐
具
掌
客
ニ
畏
広
 
-
 
。
 

四
周
玄
義
。
」
 
宗
妊
円
 
、
）
と
坐
具
を
制
 

 
 

為
 。
 言
 衣
服
坐
具
 皆
楽
二
 広
大
 -
 食
 欲
 受
用
 

 
 

し
た
者
が
お
り
、
さ
ら
に
広
大
に
し
て
 華
 

 
 

畢
已
 裁
断
 施
レ
縁
 、
 
若
 生
侍
腋
花
二
地
上
 -
 者
 

 
 

地
上
に
出
た
な
ら
ば
、
一
辺
を
増
量
 し
 補
う
 

  

 
 

広
一
辺
に
半
裸
手
だ
け
許
さ
れ
て
い
る
の
で
 

 
 

服
二
 袈
裟
 -
 
花
。
 上
以
愉
ニ
 法
身
 之
塔
 -
 。
増
基
 

 
 

。
恒
三
二
名
半
裸
羊
 
-
 。
十
字
面
諭
。
却
走
 

 
 

半
裸
手
を
縦
広
一
方
だ
け
で
な
く
、
四
方
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長 衣 
さ る 

障え 仏 は 

の     
二 駅       
  
さ ん 
一 が   
傑 た   表 ( )   
めに 手早（ ） 3 7 

( 適宜の色法 ) 

で 用 
、 ぃ 一 具   

道 め 付 の 

  の れ 方 作 
広 の 増 師 来 考 図 の し 

壇 の 案 木 刀 た 

基 れ と の 
づ て し と 
く お 父 て い 

  

  

  
比 

  氏   

律 の 割     る 裟 縫 
司 た て 仏 身 も の 分 

の 研 に 障 宏 行事よう身 二裸 

妙 で を 手 障 で は」 究も 、   な に 裏 



袈裟 更 における道宣の 地位  
 

 
 

0
 色
に
薫
じ
 ろ
 こ
と
を
 
7
 

 
 

 
 

 
 

は
 、
「
四
分
律
 L
 で
「
 但
 
1
 

は
 、
当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
 爽
綻
 
（
木
骨
 

）
な
も
の
 

布
 "
 
  

梶 
瓦 
 
 

漆、 

資
経
姉
 
M
 瑚
 
）
な
ど
の
鉢
を
 

、
 
す 
べ 
て 
非 
法 
と 

見 
ナ よ @ 

( 銘 5) 
 
 

 
 

い
る
。
そ
の
た
め
道
宣
 

 
  

 

と
い
っ
て
 、
 鳥
の
二
葉
の
よ
 

 
 

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
 

 
 

ぇ
が
説
か
れ
て
い
る
。
す
で
に
二
章
 

 
 

る
 材
料
は
 、
 大
き
く
分
け
て
 鉄
 か
泥
 

 
 

愉
蘭
 罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る
と
い
 

 
 

が
 
指
摘
で
き
よ
う
。
 

 
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
い
、
同
十
 

謂
律
 
L
 
に
は
「
三
衣
を
護
 

 
 

 
 

と
 見
な
し
て
い
る
。
 
元
 

（
 
鍵
 ）
 

 
 

 
 

「
四
分
律
 L
 の
 迦
 留
陣
 

 
 

 
 

、
天
人
に
托
し
て
自
説
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某
 中
止
針
多
羅
 応
量
受
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
護
持
に
関
し
 

 
 

 
 

若
一
日
都
 下
レ
用
レ
 
鉢
金
 

 
 

 
 

て
も
矢
音
羅
を
犯
す
だ
 

 
 

る
 。
 

㈲
 
漉
 

水
嚢
 

 
 

 
 

を
 哀
れ
む
出
家
者
の
 

 
 

 
 

水
上
。
」
ハ
 

%
 旺
酸
も
 
）
 と
い
 

 
 

 
 

論
ヒ
に
 「
店
下
 
取
 坂
上
姓
 

 
 

 
 

で
は
「
比
国
多
用
 レ
絹
作
 

 
 

 
 

っ
て
も
、
絹
を
用
い
て
 

 
 

に
 「
 須
 月
三
重
 密
 絹
紬
 心
濾
 。
 
水
 。
」
 宗
柾
 ㏄
 b
 ）
と
、
 三
重
の
絹
を
使
用
し
て
 

 
 

 
 

あ
る
こ
と
は
、
先
の
衣
 

 
 

 
 

の
 「
安
ん
ぞ
殺
生
の
財
 

 
 

 
 

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
 

 
 

 
 

だ
け
で
は
な
く
、
実
際
 

 
 

 
 

う
 な
受
持
作
法
は
し
 な
 

（
㏄
）
 

く
て
も
良
い
と
考
え
て
い
る
。
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お
い
て
、
天
人
に
 托
 

 
 

 
 

作
 
口
四
分
律
行
事
 妙
 」
 

 
 

 
 

い
え
る
。
こ
こ
に
、
 
道
 

 
 

 
 

づ
け
ら
れ
、
道
宣
の
袈
 

 
 

 
 

に
お
い
て
は
、
栄
西
が
 

 
 

 
 

可
 三
商
量
 -
 
。
若
君
二
仏
 

 
 

 
 

ま
、
 

-
 

｜
 
正
伝
の
袈
裟
を
受
 

 
 

 
 

袈
裟
を
受
持
す
べ
か
ら
 

 
 

 
 

天
天
の
流
 類
 と
な
れ
る
 

 
 

 
 

正
伝
な
き
は
か
く
の
 ど
 

 
 

 
 

の
後
江
戸
時
代
に
な
る
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

仏
門
衣
服
正
儀
 編
 ）
 を
 

 
 

 
 

裟
考
 ）
百
出
（
釈
氏
 法
 

 
 

 
 

て
 袈
裟
研
究
が
進
め
ら
 

ね
 、
道
宣
の
袈
裟
の
非
如
法
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

に
お
い
て
、
現
在
な
 

五
 

お
わ
り
に
 

ュ Ⅰ 9  (2%7) 



 
 

 
 

セ
イ
ロ
ン
僧
団
に
お
け
 

 
 

 
 

え
ば
 薩
婆
 多
読
 巻
 

 
 

 
 

至
 瘡
蓋
。
 
後
 十
日
 

 
 

 
 

別
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

具
 、
 下
祷
 、
 覆
腋
夜
 、
 

 
 

衣
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 

 
 

a
 ）
 

 
 

ト
り
 
）
 

  

ち
な
み
に
法
服
 格
正
 で
は
 律
 説
を
取
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

た
も
の
に
な
る
。
 

 
 

 
 

っ
 で
も
所
持
せ
ね
ば
な
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
 の
の
袈
裟
と
鉄
鉢
の
 

 
 

 
 

写
真
に
な
ろ
 う
 。
 

 
 

 
 

分
ロ
の
 長
方
形
に
作
る
 

 
 

一
夜
と
は
意
味
が
異
な
る
。
 

 
 

 
 

の
 様
子
が
窺
わ
れ
る
 0
 

 
 

 
 

。
 都
 無
二
一
行
一
則
 

 
 

っ
て
い
な
い
者
と
一
緒
に
住
む
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

2
0
 

 
 

註
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
 。
畏
友
東
大
大
 

 
 

 
 

・
五
条
）
上
衣
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・ 資材   一括 が 

O 記 あ 
                                                                      絹レ 互 に げ 

c 「 ら 
） 伝れ 

文 て 
こ い 

脱 る 
無が - 下 

Ⅰ - 刀 つ @ 
  研田 

以 分   
」 律 
と で   
っ う 

飾 て 弟 
い 九 
る 受 
こ 王 
と 職 
に 衣 
  が 

つ省   
歩 た 47 て と ハシ で も れ 

知 て     こと 
  

計 れ 挙 ろ   
ぎ し 

ぺ よ 本     か り 教 練 斬 こ 道 る， 。 れ し 
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と 衣 諸 血 石村 （   

  
た な っ を 去 沙 

  
  

0% 
題偉 い と 軽門 ぼり、 託 

に 説 変， 

  
の 宣 
機に 
ム 本 よ 

に   
法て 
月仮モ槍 Ⅱ 
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袈裟 更 における道宣の 地位 

ア サ （ 3 
  

  
そ 裟 016 
こ 復 0 ） 

で 古 0 を 
私運 0 歩 
は 動 。 照 

あ え、 はさ れ 

て 古 た 

  
名 吉 
称運 
を 動 
使 と 

っ ケ 

  
み ス   
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Man and Earth 

-A study on the religio-historical background 

of the Epistle of Barnabas 6,9- 

Wataru MIZUGAKI ' 

The phrase "anthrbpos gar g~ estin paschousa" has caused many difficulties 

-to its interpreters, because <gE paschousa) cannot directly be explained from its 

context. So there is a good reason for an investigation into its religio-historical 

background. 

We have tried, in this asticle, to trace the notion of <gab and <paschb) back 

-to Varro who said <terra quae patiatur) (Augustinus, De civitate dei W 28, 311), 

then to Philo and to the Epistle to the Hebrews 6. 7-8. AIthough it t s  impossible 

-to think that the Barnabas' phrase was derived from Varro, the corresponding 

expressions show that Barnabas' (gE paschousa) is not the author's own invention, 

'but it owes its coming into being to the preceding and contemporary tradition of 

ideas concerning (gE) and @aschb). In Philo we find that these two notions are 

used to interpret "man ", not " gods " as  in Varro. This Jewish-Alexandrine 

-tradition of anthropological intepretation, which can be found also in the Epistle to 

t h e  Hebrews, is the milieu which enabled Barnabas to apply the phrase to his 

Feschatological and Christological interpretation of the creation. 

Die Entstehung und Struktur der 
. Nachschrift zu den philosophischen 
Brocken " von S. Kierkegaard. 

Keiji OGAWA 

"Die abschlierjende unwissenschaftliche Nachschrift zu den philosophischen 

Brocken" steht am Wendepunkt seiner ganzen Wirksamkeit als Schriftsteller. 

Unter dem Titel des sogenannten " Nachschrift-Problem " sind vielfache Probleme 

in der Kierkegaard-Forschung diskutiert. Die "Nachschrift" ist zweifellos ein 

sehr  wichtiges Werk fiir uns. 
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Dieses Werk hat aber eine ungewtihnliche Struktur und Logik. Das Inhaltver- 

zeichnis zeigt schon ein Ungleichgewicht. Namlich : Der zweite Teil dieses Werkes 

ist dreizehnmal langer als der erste. Die Unterabteilungen zeigen auch tihnliche 

Ungewilhnlichkeit. 

Wir haben in diesem Aufsatz eine Arbeithypothese gestellt. D. h. : Der friihere 

Plan des Werkes hat keine so grosse ungewtihnliche Struktur, wie wir heute e s  
I 

sehen. Im Vorgang der Arbeit hat in seinem Kopf eine neue Problematik aufge- I 
I 

taucht. So hat diese neue inhaltliche Notwendigkeit ihn gezwungen, in dem letzten 

Teil diese Problematik weiter zu diskutieren. 

Wir haben hier auf Grund der ausfiihrlichen Analyse der " Papier" (Pap. fl B. 

13.-.95) unsere Arbeitshypothese konstatieren khnen .  Wir haben weiter diskutiert, 

was die neue Entwicklung im Inhalt ist, und welche Notwendigkeit diese logische 

Entwicklung hat. 

The Foundation of the 

Theology of Ise-Shinto 

In the Middle Ages, the faith in the Grand Shrine of Ise prevailing among the. 

common people, took the place of the fanaticism in Kumano Shrine which had so- 

much prospered before. This faith got prosperity, led by Minamoto-no-Yoritomo, 

just as  the faith in Kumano Shrine had been led by the ex-emperor. The theology 

of Ise-Shinto, developped of the basis of this faith-in the Grand Shrine of Ise, could 

be regarded as  influenced by Yoritomo's ideas of God's land, of respecting t h e  

God's Treasures, and of separating God from Buddha. 



Shikoku Pilgrimage and 

the Meaning of Settai 

Eiki HOSHINO 

Shikoku Henro, which has been one of the most popular pilgrimages in Japan, 

:still attracts many pilgrims even today. The legend tells that Kiikai (774-835 A. 

D., founder of Shingon Buddhism) began the pilgrimage. In this pilgrimage pilgrims 

visit 88 Buddhist temples which scatter all over the Shikoku Island. 

Because of its long history, the Shikoku pilgrimage has a lot of interesting 

aspects for the students of religion. In this paper, the author picks up one of the 

most famous customs concerning the pilgrimage, which is called Settai. That is 

to say, people along the pilgrimage-roads offer pilgrims money, foods and many 

,other things. So far some historians and folklorists have tried to study this settai  

.custom from their own standpoints. W-hat the author tries to do in this paper, 

however, is to elucidate the meaning and structure of settaa' rather than its histo- 

rical and cultural backgrounds, by relying mainly on the recent theories of ritual 

.and symbol. 

On the Role of Nan Shan 

Tao Hsuan (m UiSE) 
in the History of the Robe (kgsgya) 

The robe is inseparably connected with us Buddhists, and its form has gone 

through many changes. As it was originally Indian priest's garment, it is natural 

-that its proper significance should have been changed when it was brought to China, 

.a colder climate, and to Japan set apart by the sea. Moreover the change has been 

brought about by various conditions. natural and social, apart from the doctrine, 

a n d  we are liable to miss its proper significance. Therefore we ought to do our 
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best to follow the discipline (vinaya-pitaka). 

In order to pursue the history of the robe in China, I'll try to clarify the- 

position of the robe which was understood by Nan Shan Tao Hsiian (596-667 A. D.), 

the founder of the chinese Disciplinasy School (Lu-tsung), and its significance in h i s  

view of discipline (vinaya) . 




